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Public relations of Minami-aizu

４月からは小学生！
田部原保育所満了式
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今月の表紙
町立保育所の満了式

田部原保育所では１３人の年長児が
思い出多い学び舎を後にしました

　

平
成
22
年
４
月
に
町
長
に
就
任
し
て
以

来
、
こ
の
４
月
を
も
っ
て
２
期
８
年
の
任
期

が
満
了
し
ま
す
。
こ
の
間
、
常
に
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、「
公
平
、
公
正
、
誠
実
、

思
い
や
り
」
を
基
本
と
し
、
安
心
と
信
頼
の

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
は
、
地
元
の
力
を
結
集
し
、

中
心
市
街
地
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築
物
と
し

て
、
防
災
拠
点
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
障
が

い
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

を
配
置
し
た
「
役
場
新
庁
舎
」
が
開
庁
し
、

こ
の
庁
舎
を
核
と
し
て
住
民
と
行
政
が
力
を

合
わ
せ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
各

種
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
特
急
「
リ
バ
テ
ィ

会
津
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、
南
会

津
地
方
に
と
っ
て
の
悲
願
で
あ
る
会
津
縦
貫

南
道
路
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
の
５
工
区
で
中

心
杭
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
体
系
に
着

は

じ

め

に
実
な
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
度
に
は
、
下
郷
田
島
バ
イ
パ

ス
本
町
内
工
区
で
工
事
の
着
工
が
見
込
ま
れ

る
ほ
か
、
本
町
を
起
点
に
栃
木
県
と
つ
な
が

る
「
栃
木
西
部
・
会
津
南
道
路
」
も
栃
木
県

側
で
事
業
が
動
き
出
す
な
ど
、
鉄
道
や
道
路

の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
交
流
へ

の
新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
潮
流
を
的
確
に
捉
え
、
山
積
す
る

行
政
課
題
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
手
を
携
え
、

未
来
に
つ
な
が
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
ま

い
進
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
声
を
町
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る

た
め
「
よ
う
こ
そ
町
長
室
へ
」
を
は
じ
め
、

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
町
政
懇
談
会
）」

や
各
種
団
体
と
の
対
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

　

国
が
公
表
し
た
「
平
成
30
年
度
地
方
財
政

計
画
」
で
は
、
歳
出
総
額
と
一
般
財
源
の
総

額
と
も
に
昨
年
度
を
上
回
る
額
を
確
保
し
て

い
ま
す
が
、
本
町
の
財
政
運
営
に
大
き
く
影

響
す
る
地
方
交
付
税
は
昨
年
度
を
下
回
り
、

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
く
定
員
管
理
と
、
地
方
債
発
行
の
適
正

管
理
な
ど
で
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
普
通
交

付
税
の
合
併
算
定
替
え
の
終
了
に
よ
る
一
般

財
源
の
減
少
で
、
非
常
に
厳
し
い
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

【
生
活
排
水
対
策
】

　

田
島
処
理
区
新
町
地
区
と
南
郷
処
理
区
木

伏
地
区
の
管
路
整
備
を
中
心
と
す
る
事
業
の

継
続
と
、
田
島
都
市
環
境
セ
ン
タ
ー
と
南
郷

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
水
道
事
業
】

　

南
郷
・
中
部
地
区
・
田
部
長
野
・
荒
海
の

各
施
設
の
更
新
と
、
行
司
・
高
野
地
区
の
配

水
設
備
の
拡
張
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
自
然
環
境
保
全
】

　

環
境
施
策
の
方
向
性
を
定
め
た
南
会
津
町

環
境
基
本
計
画
の
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し

た
の
で
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
第
二
次

計
画
を
策
定
し
、
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識

を
高
め
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
調
和

し
た
生
活
空
間
の
創
造

【
道
路
網
の
整
備
】

　

庁
舎
東
側
に
隣
接
す
る
後
原
１
号
線
の
整

備
と
大
新
田
１
号
線
を
は
じ
め
、
生
活
基
盤

の
道
路
や
橋
梁
の
改
築
・
修
繕
工
事
を
実
施

す
る
ほ
か
、
橋
梁
長
寿
命
化
点
検
で
安
全
で

安
心
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
構
築
し
ま
す
。

【
高
規
格
道
路
】

　

会
津
縦
貫
南
道
路
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
、

栃
木
西
部
・
会
津
南
道
路
、
国
道
２
８
９
号

田
島
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
、
国
道
１
２
１
号
鎌

倉
崎
工
区
の
道
路
拡
幅
改
良
な
ど
、
基
幹
道

路
の
整
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
社
会
資
本
整
備
に
対
応
し
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
除
雪
支
援
事
業
】

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
支
援
の
継
続

と
、
集
落
内
の
相
互
扶
助
体
制
と
の
連
携
な

ど
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
整
え
ま

す
。

【
空
き
家
対
策
】

　

平
成
29
年
10
月
に
策
定
し
た
南
会
津
町
空

家
等
対
策
計
画
の
基
本
方
針
に
よ
り
、「
適

正
な
管
理
の
推
進
」「
利
活
用
の
推
進
」「
除

却
支
援
」
の
３
つ
を
柱
に
、
危
険
な
空
き
家

の
抑
制
や
有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
都
市
住

民
へ
の
賃
貸
や
売
買
が
成
立
す
る
物
件
も
増

え
つ
つ
あ
る
の
で
、
所
有
者
に
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
を
促
す
な
ど
、
空
き
家
の
有
効

利
用
に
努
め
ま
す
。

【
雇
用
・
定
住
対
策
】

　

地
元
企
業
の
魅
力
発
信
と
、
新
規
高
卒
者

の
地
元
定
着
に
つ
な
げ
る
合
同
企
業
説
明
会

の
継
続
と
、
地
域
活
力
創
生
事
業
や
が
ん
ば

る
企
業
・
人
材
育
成
支
援
事
業
で
雇
用
の
安

定
を
確
保
す
る
ほ
か
、
若
者
定
住
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
交
付
金
事
業
で
一
層
の
若
者
定
住
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
林
業
分
野
】

①
水
稲
栽
培

　

米
の
生
産
調
整
が
平
成
30
年
産
米
か
ら
廃

止
さ
れ
る
た
め
、
町
は
、
過
剰
作
付
け
に
よ

る
米
価
下
落
を
防
ぐ
た
め
に
、
平
成
30
年
産

以
降
も
「
生
産
数
量
の
目
安
」
を
示
す
と
と

も
に
、
平
成
30
年
度
に
限
り
、
生
産
調
整
達

成
者
へ
の
交
付
金
の
廃
止
に
替
わ
る
、
独
自

の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
林
業
施
策

　

林
野
庁
の
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
を
核
と
し
て
、「
素
材
生
産
量
」「
森

林
認
証
林
」「
林
産
業
関
係
従
事
者
」
の
３

つ
の
増
加
目
標
の
達
成
と
、「
木
の
町
」
復

活
に
重
点
的
に
取
り
組
む
た
め
、
農
林
課
に

「
林
業
成
長
産
業
化
推
進
室
」
を
新
設
し
、

森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
雇
用
創
出
に
取
り

組
み
ま
す
。

③
森
林
資
源
の
活
用

　

東
京
五
輪
で
町
産
森
林
認
証
材
が
活
用
さ

れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
、
本
町
の
森

林
資
源
の
魅
力
発
信
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

就
労
対
策
・
企
業
支
援
と
戦
略
的
な

取
り
組
み
に
よ
る
町
民
所
得
の
向
上

　

ま
た
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
し
て
安
全
と
安
心
の
確
保

に
努
め
、
常
に
町
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を

基
本
と
し
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
こ
の
基
本
姿
勢
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
な
お
一
層
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
町
民
生
活
の
向
上
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
３
つ

の
重
点
施
策
、「
働
く
環
境
の
充
実
と
町
民

所
得
の
向
上
」「
福
祉
と
子
育
て
環
境
の
充

実
」「
地
域
力
の
向
上
」
と
、
個
別
事
項
と

し
て
「
社
会
資
本
整
備
の
充
実
」、「
安
全
安

心
の
地
域
づ
く
り
へ
向
け
た
防
災
体
制
の
充

実
」
を
町
政
運
営
の
柱
に
掲
げ
、
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
総
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持

管
理
経
費
な
ど
の
増
加
で
財
政
の
圧
迫
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
さ
ら
に
創
意
・
工
夫
し
た

事
務
事
業
の
ス
リ
ム
化
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
も
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
社
会
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
多
様
化

す
る
行
政
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
当
初
予
算
編
成
で
は
、「
と
も
に
手

を
携
え
、
み
ん
な
で
目
指
そ
う
、
着
実
な
地

域
活
力
の
向
上
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

総
合
振
興
計
画
の
３
つ
の
重
点
施
策
と
２
つ

の
個
別
事
項
の
実
現
に
向
け
て
、
限
り
あ
る

財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

平成３０年度
　町政施政方針（要旨）

平成３０年度
町政施政方針（要旨）

新たな潮流を的確に捉え
未来につながる新しいまちづくりに

まい進します

施政方針を述べる大宅町長（平成３０年第１回議会定例会＝３月９日）

町の将来像
「互いを思いやり、人と自然がやさしさに包まれた、

　安心と信頼のまち」の実現
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ま
す
。

　

ま
た
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
一
万
本
の
里
づ
く
り
事
業
を

継
続
し
、本
町
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

【
商
業
の
振
興
】

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
へ
の
支
援
を
継

続
し
、
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
と
町
内
の

賑
わ
い
づ
く
り
へ
の
対
策
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
を
継
続
し
、
新
規

創
業
を
目
指
す
方
を
支
援
し
ま
す
。

【
観
光
誘
客
対
策
】

①
二
次
交
通
対
策

　

南
会
津
ぶ
ら
り
旅
二
次
交
通
対
策
事
業
や

南
会
津
魅
力
発
信
創
出
事
業
で
、
魅
力
あ
る

旅
行
商
品
や
二
次
交
通
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
南
会
津
の
地
酒
で
乾
杯
！
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
地
酒
を
活
用
し
た
誘
客

事
業
を
支
援
し
ま
す
。

②
観
光
・
宿
泊
事
業
の
活
性
化

　

教
育
旅
行
の
誘
致
や
農
家
民
泊
の
拡
大
、

合
宿
誘
致
事
業
の
積
極
的
な
展
開
と
、
本
町

の
地
域
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
効
果
的
な

組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
、
新
た
に
整
備
し
た

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
第
２
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

積
極
的
な
活
用
で
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の

拡
大
に
結
び
付
け
ま
す
。

③
第
三
セ
ク
タ
ー

　

さ
ゆ
り
荘
の
建
替
え
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
振
興
に
結
び
つ
く

施
設
と
し
て
基
本
設
計
と
実
施
設
計
に
着
手

し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
観
光
面
を
担
う
第
三
セ
ク
タ

ー
の
効
率
的
・
効
果
的
な
会
社
運
営
を
目
指

し
、
観
光
誘
客
と
雇
用
の
確
保
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
を
得
る
た
め
、
統
合
に
向
け

て
協
議
し
ま
す
。

【
地
域
医
療
の
充
実
】

　

県
立
南
会
津
病
院
の
医
師
や
看
護
師
の
確

保
、
診
療
科
目
の
充
実
に
向
け
、
急
務
で
あ

る
産
婦
人
科
医
や
精
神
科
医
の
確
保
、眼
科
・

麻
酔
科
の
常
勤
医
師
の
配
置
に
、
郡
内
各
町

村
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
恒
常
的
に
不
足
し
て
い
る
看
護
師

を
確
保
す
る
た
め
の
帰
郷
支
援
事
業
を
継
続

し
、
看
護
資
格
取
得
奨
学
金
貸
与
事
業
と
併

せ
て
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
第
４
期
障
が

い
者
計
画
」「
第
５
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
」

に
よ
り
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
が
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
日
中
の
活
動
を
支
援

す
る
場
や
精
神
障
が
い
者
社
会
復
帰
相
談
指

導
事
業
、
外
出
時
の
支
援
を
す
る
移
動
支
援

事
業
な
ど
の
、
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
安
否
確
認
、
困
り
ご
と
に
対
す
る
相
談
窓

誰
も
が
健
や
か
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

口
の
開
設
、
在
宅
訪
問
活
動
な
ど
で
、
見
守

り
体
制
の
強
化
と
高
齢
者
の
声
に
寄
り
添
え

る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。

【
子
育
て
環
境
の
充
実
】

①
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
医
療
費
の
全
額
助

成
、
５
歳
児
の
保
育
料
・
幼
稚
園
授
業
料
の

無
料
化
、
子
育
て
支
援
枠
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
、
子
育
て
ス
マ
イ
ル
支
援
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
課
後
児
童
対
策
事
業
、
学
校

な
ど
を
利
用
し
た
放
課
後
子
ど
も
教
室
な

ど
、
子
育
て
世
代
の
支
援
を
切
れ
目
な
く
継

続
し
ま
す
。

②
妊
娠
・
出
産
へ
の
支
援

　

妊
産
婦
の
健
康
診
査
費
や
不
妊
不
育
治
療

費
の
助
成
、
妊
産
婦
の
医
療
保
険
適
用
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
全
額
助
成
の
継
続
と
、

産
後
の
母
子
に
対
す
る
心
身
の
ケ
ア
や
育
児

サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
新
た
な
支
援
体
を
構
築
し
ま
す
。

【
人
口
減
少
対
策
】

　

若
者
が
定
着
し
、
結
婚
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
や
結
婚
を
応
援
す
る
体
制
整
備
、
若
者

に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
出
逢
い
フ
ェ
ス

タ
事
業
、
さ
ら
に
は
、
結
婚
後
の
新
生
活
の

経
済
面
を
支
援
す
る
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

【
防
犯
・
防
災
体
制
の
充
実
】

　

継
続
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
と
、
行
政
区

単
位
で
の
災
害
時
避
難
計
画
の
策
定
を
推
進

し
、
住
民
の
安
全
・
安
心
に
努
め
る
ほ
か
、

２
か
年
計
画
で
完
成
す
る
広
域
消
防
署
新
庁

舎
を
核
に
、
消
防
本
部
と
連
携
し
て
一
層
の

地
域
防
災
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
対
策
】

①
鉄
道
の
利
用
促
進

　

リ
バ
テ
ィ
会
津
は
、
首
都
圏
と
会
津
地
方

を
直
通
で
結
ぶ
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
り
、

関
係
す
る
市
町
村
や
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
す
。

②
交
通
弱
者
支
援

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
本
町
は
、
交
通
弱

者
に
と
っ
て
移
動
手
段
と
な
る
生
活
路
線
の

確
保
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

し
か
し
、
バ
ス
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
経

費
負
担
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
地
域
の
声
を
聴
き
な
が
ら
新

た
な
運
行
形
態
を
検
討
し
ま
す
。

【
人
材
育
成
】

　

教
育
大
綱
の
理
念
「
次
世
代
の
地
域
を
担

う
人
材
の
育
成
」
を
柱
に
、
若
者
の
郷
土
意

識
の
醸
成
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
促
す

南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
、
地
域
づ
く
り
の
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
地
域
づ
く
り
人
財
育
成

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

【
教
育
環
境
の
充
実
】

①
英
語
が
話
せ
る
人
材
育
成

　

中
学
校
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
軸
に
幼

稚
園
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
の
各
発
達
段

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

階
に
応
じ
た
英
語
教
育
を
推
進
し
、
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
た
将
来
を
担
う

児
童
生
徒
を
育
成
し
ま
す
。

②
教
育
支
援
員
の
配
置

　

児
童
・
生
徒
が
学
校
や
日
常
生
活
で
抱
え

る
悩
み
な
ど
の
ケ
ア
を
専
門
と
す
る
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
配
置
し
、
学
校
と
家
庭
、
地
域

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

【
県
立
高
等
学
校
の
魅
力
化
】

　

田
島
・
南
会
津
高
等
学
校
は
、
生
徒
数
が

減
少
す
る
中
で
厳
し
い
運
営
環
境
に
あ
り
ま

す
の
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
英
語
教
育
な
ど
を
通
じ
、
今
後
も
地
域
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
運
営
環
境
の

向
上
と
さ
ら
な
る
魅
力
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
福
島
大
学
と
の
連
携
】

　

同
大
学
が
、
２
０
１
９
年
春
に
開
設
を
予

定
す
る
食
農
学
類（
仮
称
）で
取
り
組
む「
農

学
実
践
型
教
育
」
の
、
初
期
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
活
動
拠
点
の
一
つ
に
本
町
が
選
定
さ
れ
た

の
で
、
田
島
高
等
学
校
の
農
林
業
施
設
の
利

活
用
や
学
生
と
の
交
流
な
ど
で
、
新
た
な
魅

力
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
充
実
】

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
や
家
庭
教
育
講
座
で

子
育
て
環
境
の
充
実
と
地
域
教
育
力
の
向

上
、
さ
ら
に
、
ニ
ー
ズ
に
合
う
文
化
講
演
会

や
公
民
館
講
座
を
開
催
し
、
町
民
の
心
の
豊

か
さ
や
充
実
感
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
確
立
】

　

継
続
的
に
運
動
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
事

業
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
各
種
大
会
の
実
施
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

【
東
京
五
輪
の
合
宿
誘
致
】

　

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の

事
前
合
宿
誘
致
が
実
現
す
れ
ば
、
町
内
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
の
人
口
増
加
や
全
国
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
、
さ
ら
に
は
町
民
と
の
交

流
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す

の
で
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
積
極
的
に
誘

致
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
芸
術
文
化
の
振
興
】

　

文
化
ホ
ー
ル
で
質
の
高
い
公
演
事
業
や
町

民
参
加
型
の
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
を
は
じ

め
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
民
俗
芸

能
や
伝
統
文
化
の
保
存
伝
承
に
努
め
ま
す
。

【
自
然
・
文
化
遺
産
の
保
護
】

①
駒
止
湿
原

　

災
害
の
影
響
で
湿
原
へ
の
立
ち
入
り
が
で

き
な
い
状
況
が
続
く
中
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
貴
重
な
湿
原
植
物
へ
の
食
害
に
よ
り
生
態

系
全
般
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
の
で
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
湿
原
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
た

め
の
防
鹿
柵
の
整
備
を
進
め
、
貴
重
な
湿
原

の
保
護
に
努
め
ま
す
。

②
前
沢
曲
家
集
落

　

老
朽
化
す
る
曲
家
の
修
理
や
修
景
事
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
保
存
計
画
に
掲
げ
る
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
集
落
支
援

員
や
集
落
担
当
職
員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
集
落
応
援
交
付
金

事
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
町
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
移
住
定
住
対
策
】

　

定
住
対
策
で
は
仕
事
と
住
ま
い
が
鍵
に
な

り
ま
す
の
で
、
農
業
・
林
業
で
の
職
の
創
出

や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
て
住
居
を

斡
旋
す
る
ほ
か
、
定
住
促
進
す
ま
い
る
補
助

金
制
度
を
新
設
し
て
定
住
者
の
住
宅
取
得
を

支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
で
の
相
談
会
に
よ
る
情
報

発
信
や
、
移
住
か
ら
定
住
に
つ
な
げ
る
支
援

体
制
の
強
化
で
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
確
保
に

取
り
組
む
ほ
か
、
ワ
カ
モ
ノ
会
議
や
帰
郷
支

援
事
業
で
積
極
的
に
町
の
情
報
を
提
供
し
、

郷
土
出
身
の
若
者
が
中
心
の
「
つ
な
が
り
」

づ
く
り
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
誘
導
し
ま
す
。

【
総
合
振
興
計
画
の
効
果
的
な
実
行
】

　

町
村
合
併
に
よ
る
財
政
措
置
の
縮
減
や
、

限
ら
れ
た
職
員
数
で
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
、
第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
施
策
の
効
果
的
な

実
行
が
必
要
で
す
。

　

施
策
の
目
的
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の
妥

当
性
や
有
効
性
を
検
証
し
な
が
ら
、
行
政
評

価
制
度
を
効
果
的
に
運
用
し
ま
す
。

町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
未
来
を
拓
く
行
政
経
営

【
町
税
・
各
種
使
用
料
等
の
滞
納
対
策
】

　

庁
内
滞
納
整
理
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、

情
報
の
共
有
化
と
各
課
が
連
携
す
る
こ
と
で

成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

休
日
納
税
相
談
の
継
続
で
徴
収
や
相
談
体

制
を
強
化
し
、
き
め
細
か
な
対
応
で
未
納
者

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
徴
収
率
を

向
上
す
る
と
と
も
に
、
債
権
管
理
の
適
正
化

で
公
正
な
行
政
運
営
と
、
新
た
に
制
定
し
ま

し
た
債
権
管
理
条
例
で
今
ま
で
以
上
に
滞
納

対
策
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

【
公
共
施
設
の
維
持
管
理
】

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
に
よ

り
、
各
施
設
の
中
長
期
的
な
維
持
管
理
・
更

新
計
画
な
ど
を
定
め
、
適
切
な
公
共
施
設
の

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
は
、
事
業
最
終
年
度
と
し
て
来

客
用
駐
車
場
・
駐
輪
場
な
ど
を
整
備
し
、
来

庁
者
の
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視
し
、
地

域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
町
民
と
行
政
が
信
頼

で
結
ば
れ
た
ま
ち
づ
く
り
は
極
め
て
重
要
で

す
。

　
「
公
平
・
公
正
・
誠
実
・
思
い
や
り
」
を

貫
き
、「
町
民
の
皆
さ
ま
が
主
人
公
と
な
り
、

住
ん
で
良
か
っ
た
町
、
住
み
た
い
町
」
を
創

る
た
め
、
本
年
度
は
将
来
を
見
据
え
た
「
ま

ち
づ
く
り
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
皆
さ
ま
と

と
も
に
総
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

む

す

び

に

平成３０年度
町政施政方針（要旨）

平成３０年度
町政施政方針（要旨）

平成３０年度は
将来を見据えた「まちづくり元年」と位置付け

皆さまとともに総力を注ぎます

総合振興計画に基づく重点施策と個別事項を町政運営の柱に
●重点施策「働く環境の充実と町民所の得向上」「福祉と子育て環境の充実」「地域力の向上」

　●個別事項「社会資本整備の充実」「安全安心の地域づくりへ向けた防災体制の充実」
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歳 

入

と
も
に
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を
携
え
、

　

み
ん
な
で
目
指
そ
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、

　
　

着
実
な
地
域
活
力
の
向
上
！

歳 

出
【
目
的
別
】

自主財源
（23.9％）

依存財源
（76.1％）

地方交付税（46.8％）
58億8,600万円

国県支出金（11.0％）
13億8,127万2千円

町債（14.2％）
17億8,220万円

地方譲与税（1.4％）
1億7,570万円
各種交付金（2.7％）
3億4,690万円

町税（12.3％）
15億4,601万4千円

繰入金（6.7％）
8億3,677万7千円

繰越金（0.8％）　1億円

分担金及び負担金（0.4％）
5,495万1千円
使用料及び手数料（0.7％）
9,098万3千円
財産収入・寄付金（1.9％）
2億3,692万5千円

総務費（14.4％）
18億618万1千円

民生費（18.9％）
23億8,361万2千円

衛生費（8.1％）
10億2,183万9千円

労働費・商工費（6.1％）
7億6,539万4千円

農林水産業費（6.9％）
8億6,547万8千円

土木費（9.6％）
12億515万2千円

消防費（8.9％）
11億2,167万9千円

教育費（12.5％）
15億7,281万6千円

公債費（12.9％）
16億2,053万9千円

一般会計歳出【性質別】
区　　　分 当初予算額 構成比

人 件 費 20億7,874万9千円 16.5％
物 件 費 18億7,195万5千円 14.9％
維 持 補 修 費 6億505万5千円 4.8％
扶 助 費 8億7,327万7千円 6.9％
補 助 費 等 29億2,325万6千円 23.3％

一 部 事 務 組 合 18億9,784万8千円 15.1％
そ の 他 10億2,540万8千円 8.2％

普 通 建 設 事 業 費 14億843万1千円 11.2％
補 助 事 業 費 8億1,710万9千円 6.5％
単 独 事 業 費 5億2,429万2千円 4.2％
県営事業負担金等 6,703万円 0.5％

災 害 復 旧 事 業 費 5,446万4千円 0.4％
公 債 費 16億2,053万9千円 12.9％
積 立 金 1億5,280万2千円 1.2％
貸 付 金 7,001万3千円 0.5％
繰 出 金 8億7,604万5千円 7.0％
予 備 費 4,641万4千円 0.4％

合　計 125億8,100万円 100.0％

議会費・災害復旧費など（1.7％）
2億1,831万円 一般会計

１２５億
８,１００万円

諸収入（1.1％）
1億4,327万8千円

平成３０年度 当初予算概要 平成３０年度 当初予算概要

新規事業一覧
【一般会計】

■総務費
・地域公共交通網形成計画等策定事業

８８９万６千円
■民生費
・ひきこもり者社会復帰支援事業

３００万円
・成年後見制度利用支援事業

４９９万８千円
■衛生費
・産後ケア事業

１３０万７千円
・第２次環境基本計画策定事業

６６４万２千円
■労働費
・ＩＣＴ人材育成事業

４６万２千円
・森林の仕事体験事業

２５万円
■農林水産業費
・稲作農家支援事業

２, ３３０万円
■商工費
・物産品販売促進事業

１９３万６千円
・人と自然が未来に輝く観光地域づくり事業

３１２万５千円
・観光情報発信事業

３０２万４千円
・観光誘客プロモーション事業

１, １００万円
・四季の彩りフォトコンテスト事業

１７８万５千円
・リバティ会津利用向上促進事業

２１６万円
・リバティ会津１周年記念事業

２００万円
■消防費
・消防車両更新事業

２, ０００万円
・消防車両格納庫建設事業

２, ０５１万３千円
・全国瞬時警報システム新型受信機導入事業

３５６万４千円
■教育費
・東京オリンピック合宿地誘致事業

４０万円

【水道事業会計】
■資本的支出
・荒海水源地監視装置更新事業

１, ３５０万円
・栗生沢水源地ポンプ増設事業

４５０万円
・東浄水場導水設備改良事業

８２０万円

【会計別当初予算額】
会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　較 前年度比

一 般 会 計 125億8,100万円 125億8,100万円 ー ー
特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 18億1,300万円 22億5,200万円 － 4億3,900万円 － 19.5％
後 期 高 齢 者 医 療 2億2,970万円 2億1,830万円 1,140万円 5.2％
介 護 保 険 22億2,780万円 21億2,620万円 1億160万円 4.8％
農 林 業 集 落 排 水 事 業 1億4,660万円 1億5,260万円 － 600万円 － 3.9％
公 共 下 水 道 事 業 3億8,300万円 3億8,900万円 － 600万円 － 1.5％

水 道 事 業 10億6,990万7千円 13億6,323万3千円 － 2億9,332万6千円 － 21.5％
合　　　計 184億5,100万7千円 190億8,233万3千円 － 6億3,132万6千円 － 3.3％

平成26年度 平成30年度平成27年度 平成28年度 平成29年度

64億2,800万円 65億2,700万円
62億1,130万円 60億8,000万円 58億8,600万円

0円

20億円

40億円

60億円

【地方交付税当初予算額の推移】 ●
地
方
交
付
税
と
は
？

　

町
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

　

財
政
力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、

ど
の
住
民
に
も
一
定
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
税
と

し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
の
う
ち
、

一
定
割
合
の
額
が
地
方
自
治
体
に

再
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
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人事異動
４月１日付けの異動を発表
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▼
舘
岩
総
合
支

所
振
興
課
主
査
（
総
務
課
主
査
）
湯
田
浩
史
▼

伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
南
郷
総
合
支
所

振
興
課
主
査
）
河
原
田
千
恵
▼
伊
南
保
育
所
保

育
技
査
兼
主
任
保
育
士
（
伊
南
保
育
所
保
育
技

査
）大
竹
順
子
▼
田
部
原
保
育
所
保
育
技
査（
田

部
原
保
育
所
副
保
育
技
査
）
玉
川
佳
子

【
係
員
相
当
職
】

総
務
課
副
主
査
（
総
務
課
主
事
）
星
拓
哉
▼
健

康
福
祉
課
副
保
健
技
査
（
舘
岩
総
合
支
所
町
民

課
副
保
健
技
査
）
星
真
由
美
▼
環
境
水
道
課
副

主
査
（
教
育
委
員
会
分
室
副
主
査
）
室
井
一
仁

▼
商
工
観
光
課
副
主
査
（
商
工
観
光
課
主
事
）

渡
部
絵
美
▼
生
涯
学
習
課
兼
図
書
館
副
主
査

（
生
涯
学
習
課
兼
図
書
館
主
事
）
山
越
貴
幸
▼

伊
南
保
育
所
副
保
育
技
査
（
南
郷
保
育
所
副
保

育
技
査
）
横
山
美
沙
子
▼
総
務
課
主
事
（
税
務

課
主
事
）
大
山
直
人
▼
総
合
政
策
課
主
事
（
生

涯
学
習
課
主
事
）菅
家
裕
貴
▼
税
務
課
主
事（
農

林
課
主
事
）齋
藤
大
也
▼
住
民
生
活
課
主
事（
舘

岩
総
合
支
所
振
興
課
主
事
）
阿
久
津
夏
菜
▼
農

林
課
主
事
（
総
務
課
主
事
）
大
橋
真
人
▼
生
涯

学
習
課
主
事
（
教
育
委
員
会
分
室
主
事
）
中
岡

郁
乃
▼
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主
事
（
住
民
生

活
課
主
事
）
五
十
嵐
和
樹
▼
南
郷
総
合
支
所
振

興
課
主
事
（
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主
事
）

五
十
嵐
太
介
▼
生
涯
学
習
課
兼
図
書
館
主
事

（
生
涯
学
習
課
主
事
）
덞
原
貴
彦

【
派
遣
】

▼
総
務
課
参
事
《
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
派
遣
》
宍
戸
英
樹
＝
継
続
▼
総
務
課
長
補

佐
兼
主
任
保
育
士
《
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
町

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
》（
伊
南
保
育
所
長
補

佐
兼
主
任
保
育
士
）
室
井
恵
美
▼
総
務
課
保
育

士
《
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
》
星
純
子
＝
継
続

【
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）】

▼
梅
宮
昭
広
（
参
事
兼
住
民
生
活
課
長
）
▼
相

原
盛
隆
（
商
工
観
光
課
長
）
▼
長
沼
豊
（
舘
岩

総
合
支
所
長
兼
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
長
兼
舘

岩
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
山
根
博
（
舘
岩
総

合
支
所
振
興
課
長
）
▼
大
桃
仁
（
南
郷
総
合
支

～ 新 規 採 用 職 員 の 紹 介 ～

町
の
組
織
が
改
編
さ
れ
ま
し
た

新
た
な
組
織
の
設
置
で
林
業
の
振
興
を
推
進

農　

政　

係

国
土
調
査
係

農
林
土
木
係

林　

政　

係

農　林　課

林業成長
産業化推進室

林
業
振
興
係

新 設 組 織【
業
務
内
容
】

・
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業

・
木
材
生
産
量
の
拡
大

・
森
林
認
証

・
人
材
育
成
、
就
業
促
進

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

・
町
産
材
の
住
宅
使
用

・
新
し
い
森
林
活
用

・
そ
の
他
の
林
業
振
興
に
関
す
る
業
務

所
振
興
課
長
）
▼
星
光
子
（
田
部
原
保
育
所
長
）

▼
小
勝
弥
（
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
長
補
佐
兼

総
務
係
長
）
▼
金
谷
信
定
（
伊
南
総
合
支
所
振

興
課
主
任
主
査
）
▼
芳
賀
ひ
と
み
（
所
長
補
佐

兼
主
任
保
育
士
＝
派
遣
）
▼
広
野
幸
子
（
主
任

保
育
技
査
兼
主
任
保
育
士
＝
派
遣
）
▼
長
沼
歩

（
総
務
課
主
事
）
▼
稲
本
泰
彦
（
学
校
教
育
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
指
導
主
事
＝
福
島
県
派
遣

期
間
満
了
）

総合政策課  主事

渡部  健
けん

（川島）

税務課  主事

湯田  貴
た か と

人（大町）

住民生活課  主事

渡辺  優
ゆ う な

南（中町）

健康福祉課  主事

馬場  貴
たかひろ

大（青柳）

健康福祉課  保健師

渡部  聖
せ い こ

子（本町）

農林課  主事

猪股  一
かずとも

友（中町）

南郷総合支所町民課  主事

平野  真
ま い

衣（東）

役場の動き 役場の動き



広報みなみあいづ 2018.411 102018.4 広報みなみあいづ

【
功
績
表
彰
（
３
人
）】

▼
有
賀
伸し

ん
い
ち一

（
桧
沢
小
学
校
父
母
と

教
師
の
会
会
長
）
３
年
に
わ
た
り
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
の
責
務
を
担
い
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
、
発
展
に
尽
力

▼
五
十
嵐
博ひ

ろ
ゆ
き之

（
南
郷
小
学
校
父
母

と
教
師
の
会
会
長
）
常
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
先
頭
に
立
ち
、
耐
震
工
事
に
伴

う
２
度
の
校
舎
移
転
で
は
、
そ
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

▼
稲
本
哲て

つ
じ治

（
田
島
小
学
校
父
母
と

教
師
の
会
会
長
）
会
務
を
統
括
す
る

と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
目
的
達

成
に
尽
力

【
奨
励
賞
（
２
団
体
１
１
８
人
）】

●
ス
ポ
ー
ツ
（
個
人
）

▼
星
寛ひ

ろ
と斗

（
田
島
高
３
年
＝
第
72
回

国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
少

年
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
84
㎏

級
第
３
位
）
▼
栗
原
弘こ

う
た太
（
田
島
高

３
年
＝
第
44
回
東
北
総
合
体
育
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
少
年
グ
レ
コ
ロ
ー

マ
ン
ス
タ
イ
ル
50
㎏
級
第
１
位
）
▼

星
一か

ず
き樹
（
田
島
高
３
年
＝
第
44
回
東

北
総
合
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

少
年
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
74
㎏
級
第
２

位
）
▼
星
タ
カ
子こ

（
高
野
・
75
歳
＝

第
16
回
福
島
民
友
新
聞
社
杯
福
島
県

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
女
子
の

部
第
１
位
）
▼
田
中
啓け

い
こ子

（
田
部
・

81
歳
＝
第
26
回
福
島
民
報
杯
福
島
県

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
女
子
の

部
第
１
位
）
▼
佐
野
夏か

奈な

（
伊
南
小

６
年
＝
第
51
回
福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
大
会
小
学
生
女
子
の
部
第
１

位
）
▼
星
有ゆ

う
と人

（
（学）
福
島
高
３
年
＝

第
70
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
空
手

道
競
技
少
年
男
子
形
第
１
位
）
▼
渡

部
雄ゆ

う
ひ飛

（
（学）
福
島
高
３
年
＝
第
63
回

福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
空
手
道

競
技
男
子
個
人
形
第
１
位
）
▼
馬
場

遥は
る
き己

（
聖
光
学
院
高
３
年
＝
平
成
29

年
度
東
北
高
等
学
校
剣
道
選
手
権
大

会
男
子
個
人
第
２
位
）
▼
渡
部
瑛え

い
か華

（
荒
海
中
３
年
＝
第
38
回
東
北
中
学

校
陸
上
競
技
大
会
女
子
四
種
混
成
競

技
第
２
位
）
▼
湯
田
心こ

こ

道み
ち

（
田
島
小

４
年
＝
第
18
回
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ナ

ス
タ
ー
レ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ア

ル
ペ
ン
Ｕ
10
男
子
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
第
１
位
）
▼
中
山
翠

み
ど
り

（
南
郷
小

５
年
＝
第
70
回
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
ア
ル

ペ
ン
小
学
５
年
女
子
大
回
転
第
１

位
）
▼
山
内
悠ゆ

う

晟せ
い

（
田
島
ち
び
っ
子

レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第
34
回
北
日

本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
小
学
１
・
２
年
の
部
20
㎏
級
第
１

位
）
▼
山
内
颯り

ゅ
う
が雅
（
田
島
ち
び
っ
子

レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第
34
回
北
日

本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
小
学
３
・
４
年
の
部
42
㎏
級
第
２

位
）
▼
阿
久
津
ひ
な
た
（
田
島
ち
び

っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第
34
回

北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
小
学
５
・
６
年
の
部
40
㎏
級

第
３
位
）
▼
一
野
谷
優ゆ

麻ま

（
田
島
ち

び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第
34

回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
小
学
３
・
４
年
の
部
28
㎏

級
第
２
位
）
▼
一
野
谷
翔か

奈な

（
田
島

ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第

34
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
小
学
５
・
６
年
の
部
40

㎏
級
第
３
位
）
▼
五
十
嵐
開か

い

（
田
島

ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第

34
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
中
学
生
の
部
53
㎏
級
第

１
位
）
▼
湯
田
鈴り

ん

（
田
島
ち
び
っ
子

レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
＝
第
34
回
全
国

少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

小
学
３
年
の
部
33
㎏
級
第
３
位
）
▼

長
谷
川
亜あ

も
う孟

（
田
島
小
１
年
＝
第
27

回
福
島
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
生
の
部
１
年
男
子
形
競
技
第
１

位
）
▼
岩
堀
光

ひ
か
る

（
舘
岩
中
３
年
＝

第
60
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
ア
ル
ペ
ン
男
子
ス
ラ
ロ
ー

ム
第
１
位
）
▼
平
野
勝

ま
さ
る

（
南
会
津

中
３
年
＝
第
63
回
全
日
本
中
学
校
通

信
陸
上
競
技
福
島
大
会
男
子
中
学
共

通
四
種
競
技
第
１
位
）
▼
室
井
朋と

も
か花

（
南
会
津
高
３
年
＝
第
63
回
福
島
県

高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
ア

ル
ペ
ン
女
子
大
回
転
第
１
位
）
▼
中

丸
雄ゆ

う
や哉

（
南
会
津
高
２
年
＝
第
63
回

福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
ア
ル
ペ
ン
男
子
回
転
・
大
回
転

第
１
位
）
▼
渡
部
陽は

る
き稀

（
南
会
津
高

３
年
＝
平
成
28
年
度
福
島
県
高
等
学

校
新
人
ス
キ
ー
大
会
ア
ル
ペ
ン
男
子

回
転
第
１
位
）
▼
渡
部
美み

く
る徠

、
星
綺き

葵き

南な

、
稲
本
笑え

み
こ子

、
星
美み

夜や

、
馬
場

百も
も
か花
、
渡
部
結ゆ

衣い

羽ね

、
室
井
愛あ

い
り梨
、

星
真ま

羽う

、
室
井
結ゆ

う
り梨

、
小
椋
杏あ

の
ん音

、

星
瑛え

真ま

、猪
股
心み

結ゆ

、湯
田
二ふ

た
ば葉

（
田

島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
＝
第
16
回
内
田
清
杯
東
北
小

学
生
男
子
・
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
第
３
位
）
▼
星
流り

空く

斗と

、
高
橋

良り
ょ
う
す
け
亮
、
星
碧

あ
お
い

、
竹
内
步あ

ゆ
む陸
、
馬
場

大だ
い
き輝

、
星
航こ

う
た汰

、
杉
本
響

ひ
び
き

、
高
橋

雄ゆ
う
や也

、
舟
木
諒り

ょ
う
た汰

、
大
桃
訓く

ん
た
ろ
う

太
朗
、

星
達た

つ
や也

、
渡
部
麟り

ん
の
す
け

之
介
、
渡
部
凱か

い

斗と

、
덼
口
明あ

き

寛ひ
ろ

、
大
竹
輝き

羅ら

、
室
井

優ゆ

真ま

、
服
部
颯は

や
と人

、
星
空そ

ら

、
星
벗あ

乃の

、
渡
部
愛あ

い
る琉

、
髙
橋
幸こ

う
の
す
け

之
介
（
田

島
中
＝
第
15
回
東
北
少
年
軟
式
野
球

新
人
大
会
第
２
位
）
▼
野
中
未み

来く

、

星
伶れ

奈な

、
森
幸こ

う

、
星
わ
か
菜な

、
湯
田

朝あ
さ
ひ妃

、
芳
賀
凜り

ん

、
稲
本
多た

笑え

、
草
野

琉る

稀き

、
渡
部
心こ

は
ね羽
（
田
島
中
＝
第
５

回
東
北
中
学
校
女
子
新
人
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
第
３
位
）
▼
湯
田
結ゆ

な那
、

阿
久
津
空そ

ら

、
湯
田
綾あ

や
ね音

、
柏
倉
春は

る

奈な

、
皆
川
笑え

み
か香

、
星
亜あ

み海
（
田
島
中

＝
第
２
回
福
島
県
中
学
生
男
女
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
第
１
位
）
▼
渡
辺
優ゆ

う

南な

、
湯
田
美み

沙さ

季き

、
星
結ゆ

い
な奈

、
湯
田

紗さ

な那
（
帝
京
安
積
高
＝
平
成
29
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
第
５
位
）
▼
星

奈な

つ都
、
君
島
姫ひ

め
な奈

（
田
島
高
＝
第
70

回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
弓
道
競
技

女
子
団
体
第
１
位
）▼
岩
堀
勇ゆ

う
き樹（

会

津
高
＝
第
63
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
男
子
舵
手
付
ク

オ
ド
ル
プ
ル
第
１
位
）
▼
草
野
琳り

な那

（
葵
高
＝
第
15
回
東
北
高
等
学
校
な

ぎ
な
た
選
抜
大
会
団
体
試
合
第
３
位
）

●
ス
ポ
ー
ツ
（
団
体
）

▼
南
会
津
高
女
子
ス
キ
ー
部
（
平
成

28
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人
ス
キ

ー
大
会
ア
ル
ペ
ン
女
子
学
校
対
抗
第

１
位
）

●
芸
術
・
文
化
（
個
人
）

▼
岩
﨑
蔵く

ら
ま眞

（
田
島
保
育
園
＝
第
41

回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
福
島
支

社
コ
ン
ク
ー
ル
幼
児
５
歳
・
６
歳
部

門
最
優
秀
賞
）
▼
星
朋と

も
は葉

（
荒
海
中

２
年
＝
第
61
回
JA
共
済
福
島
県
小
・

中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
条
幅
の
部

金
賞
）
▼
芳
賀
裕ゆ

う
た
ろ
う

太
郎
（
舘
岩
中
３

年
＝
第
62
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
中

学
３
年
の
部
た
な
ば
た
大
賞
）
▼
生

出
遥は

る
か香

（
田
島
小
２
年
＝
第
62
回
福

島
県
書
き
ぞ
め
展
硬
筆
の
部
書
き
ぞ

め
大
賞
）
▼
居
倉
雅ま

さ
ひ
こ彦

、
室
井
君き

み

彦ひ
こ

、
大
竹
幸こ

う
え
い衛

（
日
本
棋
院
田
島
支

部
＝
第
５
回
温
知
会
杯
争
奪
囲
碁
大

会
第
１
位
）
▼
小
泉
龍

り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
、
大
竹

楓ふ
う
か歌

、
阿
久
津
桜お

う
か花

、
平
野
玲れ

菜な

、

弓
田
望み

く
と翔

、
渡
部
達た

つ
あ
き瑛

、
木
村
倖こ

う

大だ
い

、
星
美み

や夜
、
弓
田
優ゆ

ら来
、
橋
本
瑞み

ず

玲た
ま

、
平
野
蓮れ

ん

、
星
明め

い

、
星
陽よ

う
た太

、
星

奏そ
う

、
小
椋
遥は

る
と翔

（
田
島
太
鼓
龍
巳
会

「
鼓
狐
」
＝
太
鼓
祭
in
な
と
り
第
５

回
北
日
本
大
会
組
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
第
１
位
）
▼
渡
部
龍り

ゅ
う
だ
い

大
、
渡
部

晃こ
う
だ
い大
、
星
和

や
ま
と

、
湯
田
有あ

り
さ咲
、
阿
久

津
怜れ

お
ん音

、
佐
藤
駿

し
ゅ
ん

、
大
竹
春は

る
か歌

、

稲
川
桃も

も
か佳

、
湯
田
隼

し
ゅ
ん
ぺ
い平

、
平
野
彩あ

や

（
田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」
＝
太

鼓
祭
in
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
第
９
回
日

本
一
決
定
戦
組
太
鼓
一
般
の
部
第
３

位
）
▼
＝
大
橋
真ま

い唯
、
星
奏か

な
み実
、
大

桃
唯ゆ

い
か華
（
会
津
高
＝
第
70
回
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
金
賞
）

▼
渡
邊
陽は

る
か風

（
会
津
学
鳳
高
＝
第
69

回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支

部
大
会
金
賞
）

●
芸
術
・
文
化
（
団
体
）

▼
舘
岩
中
（
第
62
回
福
島
県
た
な
ば

た
展
最
高
学
校
賞
）

教 育 委 員 会 表 彰 式

　

３
月
４
日
に
御
蔵
入
交
流
館
で
行

わ
れ
た
平
成
29
年
度
の
教
育
委
員
会

表
彰
式
。
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の

分
野
で
貢
献
さ
れ
た
１
２
１
人
２
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
渡
部
瑛
華
さ

ん
（
荒
海
中
３
年
）
が
、「
東
北
大

会
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
で

き
ま
し
た
。
進
学
し
て
も
陸
上
を
続

け
、
中
学
時
代
よ
り
も
良
い
成
績
を

目
標
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
頑
張
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
町
内
の
県
立
高
等
学
校
そ
れ
ぞ
れ
で
の
卒
業
式
で
は
、
合
わ
せ
て
99
人
の
卒
業
生
が

通
い
慣
れ
た
学
び
舎
を
後
に
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

南
会
津
高
等
学
校

【 平成２９年度 町内県立高等学校卒業生の進路（３月１６日現在） 】

高校名 性　別
就　　職 進　　学

未定 その他
県内 県外 県内 県外

（うち、町内）

田　島
男 １５ （　６） 　３ 　４ 　５ ０ １
女 　６ （　０） 　４ 　７ 　７ １ １

計 ２１ （　６） 　７ １１ １２ １ ２

南会津
男 　５ （　３） 　２ 　６ 　６ ０ ０
女 　３ （　２） 　１ 　５ １７ ０ ０

計 　８ （　５） 　３ １１ ２３ ０ ０
合　計 ２９ （１１） １０ ２２ ３５ １ ２

田

島

高

等

学

校

湯
田 

重
哉 

校
長

卒
業
生 

54
人

吉
津 

三
千
彦 

校
長

卒
業
生 

45
人

　

３
年
間
通
い
続
け
た
学
び
舎
を
巣

立
っ
た
54
人
の
卒
業
生
。

　

湯
田
校
長
が
、大
竹
礼
乃
さ
ん（
１

組
）、
渡
部
雅
也
さ
ん
（
２
組
）、
君

島
直
樹
さ
ん
（
３
組
）
の
代
表
３
人

に
卒
業
証
書
を
授
与
し
、「
一
人
一

人
が
懸
命
に
頑
張
る
姿
は
美
し
く
、

心
を
打
つ
。真
っ
す
ぐ
に
前
を
向
き
、

愚
直
な
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
星
拓
海
さ
ん（
２
年
）

が
送
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し

て
栗
城
斗
真
さ
ん
が
、
学
校
、
教
職

員
、
在
校
生
、
保
護
者
に
向
け
て
、

答
辞
で
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

思
い
出
が
多
く
詰
ま
っ
た
学
び
舎

に
別
れ
を
告
げ
た
、45
人
の
卒
業
生
。

　

吉
津
校
長
が
、
卒
業
生
代
表
の
星

涼
音
さ
ん
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
、

式
辞
で
三
年
間
の
頑
張
り
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
布
沢
胤
乃
さ
ん
（
２

年
）
が
送
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
前
生
徒
会
長
の
大
桃
元
さ
ん

が
「
今
日
こ
の
日
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
に
向
か
っ
て
大
き
な
一
歩
と
な

る
。
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
と
も

に
、
自
分
に
責
任
を
持
て
る
人
生
を

歩
む
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」
と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

卒業証書を受ける星涼音さん答辞を述べる大桃元さん

答辞を述べる栗城斗真さん式に臨む卒業生

役場からのお知らせ
town office information

２０１８運動したら報告しよう！５月３０日（水）開催

南会津町  VS  北海道 芦
あ し べ つ

別市
７ 回 目 !!２  回  目

今
年
の
相
手
は
北
海
道
芦
別
市

　

２
０
１
８
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
全
国
か
ら
１
２
１
市
町
村
が
参
加

を
表
明
。
２
月
の
組
み
合
わ
せ
で
対

戦
相
手
が
北
海
道
芦
別
市
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

芦
別
市
は
７
回
の
参
加
を
誇
る
ベ

テ
ラ
ン
で
、
昨
年
は
人
口
１
万

４
４
５
６
人
に
対
し
44
・
２
％
の
参

加
率
で
し
た
。（
南
会
津
町
の
参
加

率
は
28
・
９
％
）

　

今
年
は
参
加
率
50
％
を
目
標
と

し
、
初
勝
利
を
目
指
し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
？

　

15
分
間
以
上
継
続
し
て
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
実
施
し
た
人
の
「
参
加
率

（
％
）」
を
競
い
合
う
、
住
民
総
参
加

型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

運
動
は
何
で
も
Ｏ
Ｋ
！

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
軽
運

動
も
対
象
で
す
。

　

運
動
し
た
ら
忘
れ
ず
に
報
告
し
ま

し
ょ
う
。

【
開
催
日
】

　

５
月
30
日
（
水
）

※
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間

【
場
所
】

　

町
内
全
域
で
場
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
参
加
方
法
】

　

15
分
間
運
動
し
た
ら
報
告
す
る
だ
け
。

【
対
象
者
】

　

当
日
町
内
に
い
る
全
て
の
方

【
報
告
方
法
】

①
報
告
用
紙
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

※
報
告
用
紙
は
、
新
聞
折
込
や
回
覧
板
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

②
生
涯
学
習
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
分
室
ま
で
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

メ
ー
ル
で
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

③
報
告
用
紙
は
、
各
運
動
施
設
に
設
置
す
る
「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」

　

へ
も
投
函
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
報
告
先

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
０
７

メ
ー
ル h_syogaku@m

inam
iaizu.org

教
育
委
員
会 

分
室

電
話 

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１
（
７
６
）
２
１
５
４

メ
ー
ル i_kyoubun@m

inam
iaizu.org

北海道芦別市の概要

　明治２６年､ 山形県からの移住者によりはじめて芦別市の地に開拓の鍬（くわ）が入れられ､ 以来､ 富山・石川・福井県な
どからの移住者により開拓が進められました。

 　明治３３年､ 歌志内村から独立して「芦別村」が誕生。以後､ 昭和１６年に町制､ 昭和２８年に市制がそれぞれ施行され、現
在に至っています。
　 明治３０年より掘りはじめられた石炭は､ 大正２年に三菱鉱業が本格的に開鉱したのを契機に徐々に拡大し､ 人口も最高
７万５千人余りに達し、「炭鉱のまち芦別」を築きました。

　 しかし､ 昭和３０年代半ばからのエネルギー革命により炭鉱の閉山が相次ぎ、現在では人口も１万５千人余りとなり、基幹産業である農
林業を中心に企業誘致や産業振興に力を入れ、快適に暮らせる安全・安心なまちづくりを市民とともに進めています。

芦    別    市
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　

年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
接
種
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。

　

狂
犬
病
は
、
人
に
感
染
し
て
発
症
す
る
と
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
確
率
で
死
に
至
る
大
変
恐
ろ
し
い
感
染
症

で
、
人
へ
感
染
す
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
犬
に
噛
ま

れ
る
こ
と
で
す
。 愛

犬
に
愛
情
１
本
！ 

忘
れ
ず
に

狂
犬
病
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

【南郷地域】４月２４日（火）
地区 場　　　所 時　間

木 伏 木 伏 転 作 セ ン タ ー 前 9：30～ 9：40
大 橋 大 橋 集 会 所 前 9：50～10：00
山 口 南 郷 体 育 館 前 10：10～10：30
鴇 巣 森  秀 一  様  宅 前 10：40～10：50
宮 床 宮 床 集 会 所 前 11：00～11：10

界 界 公 民 館 前 11：20～11：30
片 貝 片 貝 集 会 所 前 11：40～11：50
下 山 旧南郷第二小学校体育館前 13：10～13：20
上 平 八ツ橋設備㈱南会津支社前 13：30～13：40
谷 地 和泉田農村環境センター前 13：50～14：00

東 東 集 会 所 前 14：20～14：30

【舘岩地域】４月２５日（水）
地区 場　　　所 時　間

番 屋 ご み 集 積 所 前 9：00～ 9：05

岩 下
岩 下 交 流 促 進 セ ン タ ー 前 9：10～ 9：15
み ど り や 商 店 前 9：15～ 9：20

精 舎 精 舎 集 会 所 前 9：25～ 9：30
井 桁 井 桁 集 会 所 前 9：35～ 9：40
会津高原 ペンション大きな栗の木前 9：45～ 9：55
高 杖 原 高 杖 原 集 会 所 前 10：00～10：05
八 総 阿 久 津 政 臣 様 宅 前 10：10～10：15
森 戸 星  定 一  様  宅 前 10：20～10：25
熨 斗 戸
伊 与 戸 盛  清 隆  様  宅 前 10：30～10：35

戸 中 戸 中 集 会 所 前 10：40～10：45

松 戸 原 舘 岩 総 合 支 所 前 10：50～10：55
馬 場 惣 市 様 宅 前 10：55～11：00

福 渡 ㈱ ア グ リ フ ァ ー ム 前 11：05～11：10
塩 ノ 原 塩 ノ 原 集 会 所 前 11：15～11：20
押 戸
吉 高 星  定 一  様  宅 前 11：25～11：30

湯 ノ 花 湯ノ花温泉交流センター前 11：35～11：45
上 ノ 原 停 留 所 前 11：55～12：00
小 高 林 小 高 林 公 民 館 前 12：05～12：10
穴 原 停 留 所 前 12：15～12：20

【伊南地域】４月２６日（木）
地　区 場　　　所 時　間

多 々 石 山の学習体験交流センター前 9：00～ 9：05
古 町 上 町 公 民 館 前 9：10～ 9：30
青 柳 青 柳 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 9：35～ 9：50
小 塩 小 塩 集 会 所 前 9：55～10：00
宮 沢 宮 沢 集 会 所 前 10：05～10：15
白 沢 旧 白 沢 公 民 館 跡 10：20～10：25
浜 野 川の学習体験交流センター前 10：30～10：35
内 川 内 川 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 10：40～10：45
耻 風 ス ク ー ル バ ス 待 合 所 10：50～10：55
大 原 渡 部  進  様  宅 前 11：00～11：05
小 立 岩 平 野  哲  様  宅 前 11：10～11：15

大 桃 薬 師 堂 前 11：20～11：25
民 宿 渓 山 前 11：30～11：35

【田島地域③】５月１１日（金）
地　区 場　　　所 時　間

中 荒 井 中 荒 井 集 会 セ ン タ ー 前 9：00～ 9：20
旧 中 荒 井 住 宅 跡 地 9：25～ 9：35

川 島 川 島 交 流 セ ン タ ー 前 9：40～ 9：50
関 本 田島農村環境改善センター前 9：55～10：15
古 今 古 今 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 10：20～10：40
糸 沢 糸 沢 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 10：45～10：55
羽 塩 羽 塩 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 11：00～11：10
萩 野 萩 野 集 会 所 前 11：15～11：20

滝 原 君 島 正 博 様 宅 前 11：25～11：35
滝 原 チ ェ ー ン 脱 着 所 11：40～11：50

藤 生 上 野 ふ れ あ い セ ン タ ー 前 13：10～13：20
藤 生 集 会 セ ン タ ー 前 13：25～13：45

永 田
鷲 神 社 前 13：55～14：10
永 田 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 14：15～14：20

今 生 びわのかげ運動公園駐車場
（永田橋下） 14：25～14：45

【田島地域②】５月１０日（木）
地　区 場　　　所 時　間

栗 生 沢 栗生沢生活改善センター前 9：10～ 9：25

小 出 原 山 下 三 和 子 様 宅 前 9：35～ 9：50津 田  清  様  宅 前

水 無
湯 田 安 市 様 宅 前 10：00～10：10
水 無 消 防 屯 所 前 10：15～10：25

田 部 田 部 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 10：35～11：00

長 野 星 孝 一 様 宅 付 近 11：10～11：20
長 野 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 11：25～11：40

折 橋
宮 本 折 橋 林 業 研 修 セ ン タ ー 前 13：10～13：20

横 町
（南下原地区） 山 本 敏 廣 様 宅 前 13：25～13：35

田部原２ 町 営 住 宅 集 会 所 前 13：40～13：55
田部原１ コミュニティーセンター前 14：00～14：10
本 町
東 町
横 町

南 会 津 保 健 福 祉 事 務 所 前 14：20～14：50

【田島地域①】５月９日（水）
地　区 場　　　所 時　間

針 生
青少年旅行村中央管理棟前 9：10～ 9：20
針 生 消 防 屯 所 前 9：25～ 9：35
平 野 オ チ ウ 様 宅 前 9：40～ 9：45

黒 沢 旧 静 川 郵 便 局 前 9：55～10：00
大 豆 渡 大 豆 渡 消 防 屯 所 前 10：05～10：10
金 井 沢 金井沢多目的集会センター前 10：20～10：25

福 米 沢 桧 沢 地 区 公 民 館 前 10：30～10：35
八 巻 昭 夫 様 宅 前 10：40～10：45

下 塩 江 下塩江林業研修センター前 10：55～11：00

高 野
高 野 生 活 改 善 セ ン タ ー 前 11：05～11：15
猪 股 和 美 様 宅 前 11：20～11：30
佐 藤 和 一 様 宅 前 11：35～11：40

西 町 西 町 消 防 屯 所 前 13：10～13：15
新 町 ㈲ 東 部 自 動 車 整 備 工 場 前 13：20～13：30
松 下 町 営 住 宅 水 防 倉 庫 前 13：35～13：45
丹 藤 丹 藤 公 民 館 前 13：50～13：55
大 町 行 司 Ｎ Ｈ Ｋ 中 継 所 前 14：00～14：10
上 中 町
後 原
中 町
上 町

田 島 体 育 館 前 14：15～14：35

役 場 本 庁 舎 前 14：40～14：55

　　※田島地域の方で実施日に接種できない場合は、
　　　次の会場で必ず接種してください。

【田島地域（予備日）】５月１３日（日）
地　区 場　　　所 時　間

田 島 役 場 本 庁 舎 前 9：00～ 9：45
荒 海 田島農村環境改善センター前 10：00～10：30
桧 沢 桧 沢 地 区 公 民 館 前 10：50～11：10
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環境水道課 環境衛生係
　電話０２４１- ６２- ６１４０
舘岩総合支所 振興課 環境水道係
　電話０２４１- ７８- ３３３５
伊南総合支所 振興課 環境水道係
　電話０２４１- ７６- ７７１７
南郷総合支所 振興課 環境水道係
　電話０２４１- ７２- ２１１４
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▼会津若松から日光への移動で通っていました。次の機会には観光地や食事にも立ち寄りたいと思います。
▼春が待ち遠しいですね。自然豊かな南会津町を応援してます。
▼南会津出身です。今は離れた場所で暮らして
　いますが応援してます！！
▼伝統歌舞伎の保存会、頑張ってください。
▼がんばっぺ　福島！！

役場からのお知らせ
town office information

２月１６日から３月１５日の間に、納税いただいた方々をご紹介します。（計１５件）

ふるさと納税（応援寄付金）  ありがとうございます

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名
福島県郡山市 黄　　英雄　様 千 葉 県 柏 市 入井　信男　様 東京都文京区 斎藤有紀子　様
群馬県前橋市 中野　秀彦　様 東京都品川区 清水　英行　様 匿名希望 １０件

ふるさと納税がクレジット決済できるようになりました。
パソコンやスマートフォンからも申し込みできます。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

総合政策課 地域振興係
電話 0241-62-6210

問南会津町 ふるさと納税

【いただいたメッセージ】※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。ご了承ください。

役場からのお知らせ
town office information

町内製造業の設備投資＆ビジネスチャレンジを支援
【ビジネスチャレンジ支援事業】

　地域経済の活性化および雇用の場を創出するため、〝仕事づ
くり〟へのチャレンジを支援します。
◆対象（次の要件を全て満たす場合）
①町商工会の創業サポートを得て、町内で創業または支店など
　を開設する方
②町商工会の会員であること。
③町に住所を有する５０歳以下の新規創業者、または町に住所
　を有する第二創業者
◆支援内容

対象者 補　助　率 限度額
新規創業者 対象経費の２/ ３以内 １００万円
第二創業者 対象経費の１/ ２以内 　５０万円

町内に支店等を
開設する方 対象経費の１/ ２以内 　３０万円

そ　の　他 上記の対象者で、空き店舗などを賃借す
る方には、賃借料の一部を１年間支援

【地域活力創生事業】
　雇用の安定確保と産業競争力を高めるため、町内製造業など
の設備投資を支援します。
◆受付期間
　４月１６日（月）～５月１１日（金）
◆対象（次の要件を全て満たす場合）
①町内で、製造業など（製造業・情報通信業）を営む中小規模
　企業または新規創業企業
②町内に住所を有する法人または個人（操業場所が町内で、本
　社などが町外の場合を含む。）
③２人以上（新規創業企業は３人以上）の雇用者を有すること。
④町商工会の会員であること。
⑤町税を滞納していないこと。
◆支援内容

区　分 補　助　率 限度額
中小規模企業 対象経費の１/ ２以内 ２００万円
新規創業企業 対象経費の１/ ２以内 ４００万円

※過去に、この補助金が交付された場合でも、補助金の累計
　額が限度額に達するまでは対象です。 【問合せ】商工観光課 商工振興係　電話 ０２４１- ６２- ６２００

申
請受付

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　電気回路設計から構造設計、部品調達までの一貫受注体制により、自社独自のノウハウを生かした工業機械製品
の製造や開発、さらにＯＥＭ※生産をしています。
　現在は、電気自動車やハイブリッドカーなどに搭載される、リチウムイオン電池の性能を検査するための機械「充
放電検査装置」が主力生産品で、この装置は国内の大手企業のほか、海外の自動車メーカーなどにも供給されてい
ます。
　※Ｏ

オ ー イ ー エ ム

ＥＭ（original equipment manufacturer）：他社ブランドの製品を製造すること。

　●会社の製品は、こんなところで使われています

【国内】トヨタ・日産・パナソニック・村田製作所・
　　　　日本ガイシ・京セラ・ＧＳユアサ
【海外】中国、韓国、台湾、米国、シンガポールなど

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　こんな片田舎の小さな企業で造られた機械が、日本
や世界の産業技術の一翼を担っているなんて、皆さん
もきっと驚かれることでしょう。
　『小さな企業の大きな挑戦』田舎の小さな会社でも
挑戦する気持ちと社員みんなの力を合わせれば、どこ
にも負けない製品を造りだせる。
　それが、わが社のＰＲＩＤＥです！

【会社概要】
◆設立：平成２２年４月２２日　◆住所：南会津町糸沢字森前４５６　◆ＴＥＬ：０２４１- ６４- ５２５２
◆従業員数：４０人（男２４人・女１６人）　◆ 採用情報：技術職の経験があるエンジニアを募集中
◆ＵＲＬ：http://www.ecolonum.co.jp

株式会社
エコロニューム

シリーズ １

代表取締役 阿久津隆広 さん

エコロジーのイノベーション企業

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

福島県相談業務のお知らせ
区 分 県政相談（面談・電話） 交通事故相談（面談・巡回）

内 容
　県政に関する相談や要望、または県民生活に関す
る相談をお受けします。
　相談は無料で秘密は厳守します。

　交通事故による損害賠償請求や示談の仕方などの
相談をお受けします。
　相談は無料で秘密は厳守します。

相談場所
福島県庁「県政相談コーナー」
県の各合同庁舎内「県政相談コーナー」

福島県庁「県政相談コーナー」
　電話０２４- ５２１- ４２８１

相談日時
月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始を除く。）
午前９時～正午、午後１時～午後４時

月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始を除く。）
午前９時～正午、午後１時～午後４時

そ の 他

【南会津地方の面接相談】
開　催　日　毎週水曜日（予約制）
相 談 場 所　南会津地方振興局「県政相談コーナー」
予約受付先　会津地方振興局「県政相談コーナー」
　　　　　　電話０１２０- ８９９- ７２４
※相談日の前日正午までに予約してください。
※予約がない場合、面談は実施いたしません。

【 巡 回 相 談（予約制） 】
予約受付先　福島県庁「県政相談コーナー」
　　　　　　電話０２４- ５２１- ４２８１
・相談員が出向いて相談を受け付けます。
・相談を希望する方は、次の日程を確認の上、必ず
　事前に予約をし、指定された時間にお越しくださ
　い。
・相談日の前日正午までに予約してください。
※予約がない場合、巡回相談は実施いたしません。

平成３０年度 交通事故巡回相談日程
会場

月
郡山

合同庁舎
白河

合同庁舎
会津若松
合同庁舎

いわき
合同庁舎

　４月 ２４日（火）１７日（火）１０日（火） 　５日（木）
　５月 ２２日（火） ― １５日（火） １０日（木）
　６月 ２６日（火）１９日（火）１２日（火） １４日（木）
　７月 ２４日（火） ― １０日（火） 　３日（火）
　８月 ２８日（火）２１日（火）１４日（火） 　７日（火）
　９月 ２７日（木） ― １１日（火） 　４日（火）
１０月 ２３日（火）１６日（火）１１日（木） 　２日（火）
１１月 ２７日（火） ― １３日（火） 　６日（火）
１２月 １８日（火）１１日（火）　４日（火） 　６日（木）
　１月 ２２日（火） ― １７日（木） １０日（木）
　２月 ２６日（火）１９日（火）１４日（木） 　５日（火）
　３月 ２６日（火） ― １２日（火） 　５日（火）

※日程を変更する場合がありますので、事前にご確認ください。

【 電 話 相 談 】
福島県庁「県政相談コーナー」
　　　　　電話０１２０- ８９９- ７２１
　　　　　電話０２４- ５２１- ７０１７
　　　　　E-mail kenseisoudan@pref.fukushima.lg.jp
郡　山　県中地方振興局「県政相談コーナー」
　　　　　電話０１２０- ８９９- ７２２
白　河　県南地方振興局「県政相談コーナー」
　　　　　電話０１２０- ８９９- ７２３
会津若松　会津地方振興局「県政相談コーナー」
　　　　　電話０１２０- ８９９- ７２４
南相馬　相双地方振興局「県政相談コーナー」
　　　　　電話０１２０- ８９９- ７２６
いわき　いわき地方振興局「県政相談コーナー」
　　　　　電話０１２０- ８９９- ７２７
南会津　会津地方振興局または県庁で受け付けます。

問 合 せ 福島県 県民広聴室　電話０２４- ５２１- ７０１３
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

萬よ
ろ
ず
ご
と
お
ぼ
え
が
き
ち
ょ
う

事
覚
書
帳

龍
福
寺
杉
戸
絵
と
障
壁
画
群

　

杉
戸
絵
（
平
成
29
年
１
月
25
日
町

指
定
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
会
津

藩
の
絵
師
補
を
勤
め
た
萩
原
盤ば
ん
ざ
ん山
の

作
で
す
。
今
回
追
加
指
定
し
た
障
壁

画
群
も
、
同
じ
く
萩
原
盤
山
一
門
の

作
と
見
ら
れ
る
た
め
、
一
体
的
な
評

価
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
追

加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
堂
の
天
井
に
描
か
れ
て
い
る
格

子
天
井
画
は
、
中
央
に
龍
画
、
そ
れ

を
取
り
囲
む
40
面
に
草
花
が
一
面
一

種
描
か
れ
、
中
央
の
龍
画
は
画
面
右

下
に
「
盤
山
」
の
落ら
っ
か
ん款
と
朱
文
方
印

が
確
認
で
き
る
た
め
、
萩
原
盤
山
が

筆
者
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

左
手
前
隅
の
折
上
部
分
に
描
か
れ

た
ス
イ
セ
ン
に
は
、「
盤ば
ん
し
ょ
う松
彩
色
」

「
盤ば
ん
ぎ
ょ
く玉
十
一
歳
彩
色
」
と
二
か
所

に
落
款
印
章
が
あ
り
ま
す
。

　

盤
松
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
盤

玉
は
後
に
彦
根
井
伊
家
の
御
用
絵
師

に
な
っ
た
佐
竹
永
海
が
、
萩
原
盤
山

に
師
事
し
て
た
時
期
の
号
で
あ
り
、

主
要
部
分
を
盤
山
が
、
彩
色
な
ど
を

盤
山
の
門
人
で
あ
る
盤
松
と
当
時

十
一
歳
の
盤
玉
が
分
業
し
、
本
障
壁

画
群
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で

き
ま
す
。

新
た
に
２
件
を
町
の
文
化
財
に
指
定

　

町
文
化
財
保
護
審
議
会
（
辺
見
輝
夫
会
長
）
は
、
有
形
文
化
財
２
件
（
う
ち
追
加
指
定
１
件
）

を
町
の
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
、
平
成
30
年
３
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
定

例
会
で
町
指
定
文
化
財
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
を
含
め
、
町
指
定
文
化
財
は
合
計
98
件
に
な
り
ま
し
た
。

　

萬
事
覚
書
帳
は
、
麻
の
取
引
を
通

じ
て
一
代
で
財
を
築
き
、「
久く

ぼ保
大だ
い

尽じ
ん
」と
称
さ
れ
た
角
田
藤
左
衛
門
が
、

１
６
８
３
（
天
和
３
）
年
に
自
身
が

生
ま
れ
た
年
の
１
６
６
９（
寛
文
９
）

年
に
遡
っ
て
書
き
始
め
ら
れ
た
も
の

で
、
１
７
３
５
（
享
保
20
）
年
ま
で

の
66
年
間
に
わ
た
り
続
く
覚
書
（
日

記
）
で
す
。

　

覚
書
帳
に
は
、
当
時
の
気
象
や
災

害
な
ど
の
地
域
の
事
件
や
、
商
い
や

農
業
経
営
の
様
子
、
結
婚
や
出
産
な

ど
家
族
の
中
の
事
件
、
使
用
人
に
関

す
る
記
録
な
ど
が
忘
備
録
と
し
て
書

き
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
子
育
て
の
歴
史
を
研
究
す

る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

論
文
の
参
考
文
献
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

天
井
と
彫
物
の
間
に
あ
る
壁
画
に

は
、
風
神
や
雷
神
、
鳳
凰
が
描
か
れ
、

内
陣
正
面
に
も
迦か
り
ょ
う
び
ん
が

陵
頻
伽
や
鳳
凰
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
は
落
款
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
が
、
量
感
・
躍
動
感
の
あ
る
優

れ
た
表
現
か
ら
は
、
格
子
天
井
画
と

同
じ
く
盤
山
一
門
の
制
作
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

龍画の右下には「盤山」の落款

　法堂の折上格天井に描かれた格子天井画

▲

　

小
襖
４
面
に
描
か
れ
た
水
墨
山
水
は

典
型
的
な
狩
野
派
風
山
水
画
で
、
小
品

で
す
が
盤
山
の
確
か
な
技
量
が
伺
え
ま

す
。

　

ま
た
、
後
に
襖
に
貼
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
襖
絵
４
面
は
、
屏
風
を
改
装
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

雷神が描かれた欄間絵

　

小
襖
絵

▲

襖絵

さまざまな出来事が記されている貴重な覚書帳

平成２９年度 住民基本台帳の閲覧状況公 表

【国又は地方公共団体関係機関の請求（住民基本台帳法第１１条第３項）】
名　称 請　求　事　由 閲覧年月日 閲　　覧　　範　　囲

福島県総務部 県政世論調査 平成２９年８月１日 丹藤、長野区の１５歳以上の男女２０人

自衛隊福島
地方協力本部

自衛官及び自衛官候補生に関する
募集案内

平成２９年１１月７日 平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生まれ

総務省 通信利用動向調査 平成２９年１１月２８日 ２０歳以上の男女１７２人

【個人又は法人の申出（住民基本台帳法１１条の２第１２項）】
申出人 利　用　目　的 閲覧年月日 閲　　覧　　範　　囲

（一社）新情報
センター

家計消費状況調査
平成２９年１０月４日

１６歳以上の男女５０人
平成３０年２月８日

住民基本台帳法の規定により、閲覧状況を公表します。

【問合せ】住民生活課 戸籍住民係　電話０２４１- ６２- ６１２０
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

日本消防協会特別表彰「まとい」を受賞
町消防団に最高の栄誉

　

３
月
６
日
、日
本
消
防
会
館
（
東
京
都
港
区
）

で
開
催
さ
れ
た
第
70
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
式
で
、
町
消
防
団
（
大
竹
政
信
団
長
）
が
消

防
団
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る
特
別
表
彰
「
ま
と

い
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
は
、
全
国
に
約

２
千
あ
る
消
防
団
の
中
か
ら
、
毎
年
活
動
が
優

秀
な
10
団
体
に
の
み
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

県
内
で
は
９
団
目
、
会
津
地
方
で
は
初
の
受
賞

と
な
る
快
挙
で
す
。

　

３
月
16
日
に
町
長
へ
受
賞
を
報
告
し
た
町
消

防
団
は
、
３
月
24
日
に
国
道
１
２
１
号
中
町
地

内
で
受
賞
記
念
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
、
多
く
の

団
員
や
町
民
に
「
ま
と
い
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

車両に絵を描く子どもたち（左）と完成した車両（右）

鉄道車両に自由に描絵
子どもたちのアイデアで実現

　

３
月
10
日
、
こ
ど
も
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
気
動

車
「
南
会
津
子
ど
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
号
」
の
出

発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
「
ふ
く
し
ま
の
子
・
ふ
る
さ
と
商

店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
」
の
委
託
を
受
け
た

町
商
業
振
興
協
同
組
合
が
、
中
心
市
街
地
活
性

化
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
の
事
業
。

　

町
内
の
小
学
生
に
よ
る
「
会
津
鉄
道
の
車
両

に
絵
を
描
く
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
実
現
し
た

も
の
で
、
当
日
は
、
絵
本
作
家
の
あ
べ
弘
士
さ

ん
と
約
50
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
車
両
に
絵
を

描
き
ま
し
た
。

　

描
絵
さ
れ
た
車
両
は
、
会
津
田
島
～
会
津
若

松
間
を
１
日
２
～
３
往
復
運
行
さ
れ
ま
す
。

田島保育園学習発表会
子どもたちの成長を披露

　

２
月
24
日
に
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
、
田
島
保
育
園
学
習
発
表
会
。

　

今
年
は
「
夢
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ
』
～
音
が
結
ぶ
ひ
と

つ
の
想
い
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
保

育
環
境
を
通
し
て
少
し
ず
つ
確
実
に
成
長
し
て

き
た
子
ど
も
た
ち
が
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き

た
和
太
鼓
や
合
奏
、
遊
戯
、
体
操
な
ど
、
18
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
駆
け
つ
け
た
保
護
者
ら
は
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
し
た
姿
に
た
く
さ
ん
の
喜
び
や
励

ま
し
を
感
じ
て
い
た
様
子
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

終
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

マーチングバンドの様子

夫婦で家族経営協定を締結
より良い農業経営を目指して

　

家
族
ぐ
る
み
の
農
業
経
営
に
あ
た
り
、
経
営

方
針
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
な
ど
を
話
し

合
い
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
を
目
指
す
た
め
の

家
族
経
営
協
定
。

　

３
月
20
日
に
そ
の
協
定
を
結
ば
れ
た
の
は
、

群
馬
県
出
身
の
萩
原
昌
明
さ
ん
と
栃
木
県
出
身

の
悦
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
山
口
）。

　

お
二
人
と
も
農
業
に
や
り
が
い
や
興
味
を
持

っ
て
お
り
、
平
成
28
年
か
ら
2
年
間
、
小
山
貴

広
さ
ん
（
大
橋
）
の
も
と
で
南
郷
ト
マ
ト
の
栽

培
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、
台
板
橋
の
ほ
場
約
25
㌃
で

南
郷
ト
マ
ト
の
栽
培
に
挑
む
お
二
人
。
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

手前右から萩原昌明さんと悦子さん

クロスカントリースキー大会の様子

左から大宅町長、大竹政信団長、星慶一田島支団長、
近藤美智夫南郷支団長

町民スキー・クロカン大会
日ごろの練習の成果を発揮！

　

２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
町
民
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
」
は
、
小
学
校
低
学
年

か
ら
60
歳
以
上
ま
で
の
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
会
場
を
伊
南
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
に
設
定
。
参
加
者
は
雪
が
降
る
厳
し
い

寒
さ
の
中
、
高
低
差
の
あ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
な
コ

ー
ス
で
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
、
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス
キ

ー
場
で
「
町
民
ス
キ
ー
た
じ
ま
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
就
学
前
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
79

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
の
部
（
年
少
～
年
長
児
）
か
ら
40
歳

以
上
の
部
ま
で
の
18
部
門
に
分
か
れ
た
大
会

は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
果

敢
に
ポ
ー
ル
を
攻
め
な
が
ら
技
術
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

野生動物対策で連携
東京農工大学と協定を締結

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域
の
拡
大

で
被
害
が
深
刻
化
す
る
町
は
、
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
大
学
と
連
携
し
て
科
学
的
な
調
査
や
対

策
に
取
り
組
む
た
め
、
３
月
８
日
、
東
京
農
工

大
学
の
野
生
動
物
保
護
管
理
学
研
究
室
と
、「
野

生
動
物
対
策
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

研
究
室
代
表
の
梶
光
一
教
授
は
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
生
態
な
ど
を
長
年
に
わ
た
り
研
究
し
て
い

る
方
で
、
平
成
29
年
11
月
か
ら
研
究
室
の
学
生

3
人
が
町
を
拠
点
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
で
得
ら
れ
る
専
門
的
な
研
究
結
果

に
よ
り
、
地
域
の
課
題
に
適
切
に
対
応
し
た
野

生
動
物
へ
の
対
策
を
目
指
し
ま
す
。

協定書を手にする大宅町長（左）と梶光一教授（右）

－　プロフィール　－

渡部 チヨ さん（永田）

大正７年３月２０日 生まれ

【長寿の秘訣】人と楽しく会話すること　　　

【　家　族　】子８人　孫１２人　ひ孫１１人

－　プロフィール　－

星 トメ子 さん（南郷ホーム）

大正７年３月１２日 生まれ

【長寿の秘訣】好き嫌いなく食べること　　　

【　家　族　】子６人　孫１１人　ひ孫１３人

百 歳 賀 寿 おめでとうございます
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交 流 広 場

【
日
時
】

　

５
月
３
日（
木
・
祝
）※
雨
天
中
止

　

午
前
10
時
50
分
～
午
後
３
時
30
分

【
集
合
】

　

会
津
田
島
駅

【
定
員
】

　

10
人

【
参
加
費
（
保
険
料
含
む
）
】

　

町　

民　
　

５
０
０
円

　

町
民
外　

１
０
０
０
円

【
申
込
締
切
】

　

 

４
月
25
日
（
水
）

駅
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
！

田
島
地
域
の
桜
の
名
所
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

南
泉
寺
の
し
だ
れ
桜
や
サ
ブ
ロ
ウ
桜
、
大
川
の
桜
並
木
な
ど
、
田
島
地
域
の

桜
の
名
所
を
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。【

そ
の
他
】

・
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
レ
ン
タ

　

ル
あ
り
ま
す
。

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

南
会
津
で
自
転
車
を
楽
し
む
会

担
当
：
野
田

電
話 

０
８
０
（
３
３
８
５
）
８
２
８
４

メ
ー
ル m

inam
iaizu.sc1@gm

ail.com

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ https://m

inam
iaizu.jim

do.com

第
６
回

湯
ノ
花
温
泉

　

舘
岩
地
域
は
町
内
有
数
の
「
そ
ば
の
産
地
」

で
あ
り
、
自
慢
の
手
打
ち
そ
ば
を
振
舞
う
お
食

事
処
も
満
載
で
す
。

　

ま
た
、
湯
ノ
岐
渓
谷
に
あ
る
温
泉
郷
に
は
20

数
件
余
り
の
旅
館
や
民
宿
が
立
ち
並
び
、
数
あ

る
郷
土
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

弘
法
の
湯
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ
の
共
同
浴
場

は
、
地
域
住
民
や
観
光
客
と
の
交
流
の
場
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
６
軒
の
そ
ば
処
を
巡
り

な
が
ら
、各
店
自
慢
の
そ
ば
に
舌
鼓
。
さ
ら
に
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
温
泉
に
ゆ
る
り
と
浸
か
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　

時　

４
月
30
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

受　

付　

湯
ノ
花
温
泉
「
星
商
店
」

参
加
料　

２
５
０
０
円
（
入
浴
券
付
）

定　

員　

70
人
限
定
（
要
予
約
）

そ
ば
店　

北
の
家
・
い
せ
や
・
ふ
じ
や

　
　
　
　

紅
葉
館
・
滝
音
・
山
楽

問
合
せ　

星
商
店

　
　
　
　

電
話
０
２
４
１（
７
８
）７
１
２
２

【受付】星商店

「
裁
ち
蕎
麦
ま
つ
り
」
開
催

交 流 広 場

平成３０年度 奥会津博物館企画展

奥会津の豪商 細井家の３００年
～ 歴代当主１０人の生き方と事蹟をたどる ～

細井家を最も繁栄に導いた５代当主・善四郎端阿像（佐竹永海 筆）

　細井家は、１７世紀中ごろから南山御蔵入領高野組黒沢新田村（現

南会津町田島地域黒沢）を拠点に、金融、鉱山、漆器製造、木材流送、

酒造、仲買、郵便などの事業を展開し、県内はもとより新潟県、関東・

関西圏まで商域を拡大した、奥会津を代表する豪商です。

　善四郎端阿が５代当主を務めた時代の１８６６（慶応２）年には、

貸金と在庫額の合計が約２万両、利潤２千両という記録が残ってい

ます。

　歴代の当主は、私財を投じて学校建設や農業用水路の開削など、

幅広く社会活動に貢献してきたほか、黄
おうばく

檗宗の医僧・龍水如活禅師

を尊信し、その教えを生き方の基本としてきました。

　この企画展では、細井家に伝世した資料約１５０点を展示し、歴

代当主１０人の生き方や事蹟を紹介します。

期間：４月２７日（金）～１０月２８日（日）
期  間  内  無  休

奥会津博物館
電　話 ０２４１- ６６- ３０７７
ＦＡＸ ０２４１- ６６- ３０８８

【開館時間】
午前９時～午後４時

【休　館　日】
年末年始（１２月２８～１月４日）

※その他、冬期間（１２月～３月）に
　臨時休館日があります。

【入　館　料】

区　分 小・中学生 高校生 大　人

個　人 １００円 ２００円 ３００円

団　体 　５０円 １５０円 ２５０円

※団体は２０人以上

主 な 展 示 物

騎馬提灯

細井家で製造された漆器

歴代当主が尊信した龍水如活像

①奥会津の戊辰戦争１５０年展
　平成３０年は、戊辰戦争が勃発して１５０年を
迎えます。奥会津では、大峠（下郷町）・八十里越（只
見町）・山王峠（南会津町）から侵攻してきた西
軍と、会津藩軍との激しい戦闘が行われました。
　この展示では、檜枝岐方面を警備していた会津
藩士・河原田治部信盛の長男・包

かねひこ

彦が着用してい
た陣羽織や采配、奥会津の戦闘の様子を描いた屏
風のレプリカなどを展示します。
②雲井龍雄事件で使用された太政官贋壱両札原版
　の展示
　米沢藩士の雲井龍雄は、戊辰戦争時に会津藩に
味方し、河原田治部信盛・包彦親子と桧枝岐方面
を警備しており、檜枝岐方面への往還の際には細
井家で宿泊や休憩をしていました。
　龍雄は、１８７０（明治３）年に徳川幕府再興
を企てた罪で死刑になります。同じく死刑になっ
た同士には、活動資金を得る目的で太政官贋壱両
札を製造した者もいました。
　この展示では、当時の贋札の原版と考えられる、
銅版製の「太政官贋壱両札原版」を展示します。

同  時  開  催
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お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

３月 会議・行事名
１ 県立高等学校卒業証書授与式
２ 議員懇談会
４ 教育委員会表彰式 / 針生区集会

所落成式
６ 建設業協会山口支部意見交換会
７ 桧沢地区区長会要望
８ チャレンジデー実行委員会 / 東

京農工大学との野生動物対策に
関する包括連携協定調印式

９ 第１回（３月）議会定例会
13 町立中学校卒業証書授与式 / 町

消防団日本消防協会特別表彰
「まとい」受賞報告

14 第１回（３月）議会定例会
15 第１回（３月）議会定例会 / 田

島婦人バレーボール愛好会総会
16 第１回（３月）議会定例会 / 町

政懇談会
17 星トメ子氏百歳高齢者賀寿贈呈

式 / 菅家一郎衆議院議員新春交
歓会

19 災害弔慰金交付式 / 町観光振興
プロジェクト最終報告会 / 新潟
県村上市議会視察来庁 / 田島地
域協議会送別会

20 災害弔慰金交付式 / 会津縦貫南
道路振興協議会 / 家族経営協定
締結式 / 若者定住応援プログラ
ム交付金交付式

22 中心市街地活性化計画報告書提
出 / 滝原区要望

23 町立小学校卒業証書授与式 / 田
島有害鳥獣捕獲隊員総会

24 馬場久彌氏百歳高齢者賀寿贈呈
式 / 町消防団日本消防協会特別
表彰「まとい」受賞パレード・
祝賀会

26 町立保育所満了式 / 南会津地方
広域市町村圏組合管理者会・全
員協議会

27 南会津会理事会
28 町防災会議
29 会津鉄道㈱取締役会
30 辞令交付式（派遣・退職職員）

/ 退職職員感謝状贈呈式 / 南会
津会退職者辞令交付式 / 町消防
団辞令交付式 / 町文化振興奨励
賞受賞式

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 46

　

子
ど
も
の
様
子
や
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
一

緒
に
じ
っ
く
り
遊
び
な
が
ら
、
こ
と
ば
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内
「
み
み
ら
ん
ど
・

　

會
津
」

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
に
心
配
が
あ
る
乳
幼
児
と

　

そ
の
保
護
者

　

無
料

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
（
教
頭
）

　

０
２
４
２
（
２
２
）
１
２
８
６

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て
相
談

「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」の
お
知
ら
せ

日場対料℡ 問

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
か
ら
10
日
は
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す
。

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警
察
、
消
防
、
救

急
用
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
な
電
波
は
大
切
な
通
信
を
妨
害
し
、
私

た
ち
の
生
活
や
人
命
の
安
全
を
脅
か
し
ま
す
。

　

電
波
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

【
電
波
の
混
信
・
妨
害
な
ど
の
問
合
せ
】

　

総
務
省 

東
北
総
合
通
信
局 

相
談
窓
口

　

０
２
２
（
２
２
１
）
０
６
４
１

　

http://www.soum
u.go.jp/soutsu/tohoku/

℡ 問HP

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
（
施
設
見
学
会
）
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

見
学
会
当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も

体
験
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

４
月
16
日
（
月
）・
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
45
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場申

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
か
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス

　

６
月
５
日
～
11
月
30
日
ま
で
（
６
か
月
間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

15
人　
　
　

無
料　
　
　

５
月
18
日
（
金
）

　

選
考
日　

５
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 申

住
宅
宿
泊
事
業（
民
泊
）開
始
の

お
知
ら
せ

　

６
月
15
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
住
宅
宿
泊
事
業

法
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
住
宅

を
利
用
し
て
年
間
１
８
０
日
を
上
限
に
宿
泊
事

業
（
民
泊
）
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

住
宅
を
用
い
て
宿
泊
事
業
を
検
討
し
て
い
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
該
当
住
宅
】

①
現
在
、
生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

　

る
家
屋

②
入
居
者
を
募
集
中
の
家
屋

③
随
時
、居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
（
別
荘
・

　

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
な
ど
。）

【
届
出
方
法
】

　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
た
届
出

に
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
書
類
や
営
業
の
準
備
が
整
っ
た
ら
、

「
民
泊
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
民
泊
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
も
確
認
で
き

　

ま
す
。

　

福
島
県 

観
光
交
流
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
８
６

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
８
８
８

　

tourism
@pref.fukushim

a.lg.jp

※
件
名
に
「
民
泊
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

℡ 問ＦＥ

ヤマザクラプレゼント事業が

始まります
～ヤマザクラのようにやさしく、末永いお幸せのために～

　町では、ご結婚や赤ちゃんが生まれた記念に、ヤマザクラの苗木を
プレゼントしています。
　戸籍の窓口に、婚姻届・出生届を提出されたときに町産木材でつくっ
た記念品を贈呈し、ヤマザクラの苗木は植樹時期の関係から、１０月
頃に贈呈いたします。

苗木贈呈届　　出 記念品贈呈

【問合せ】農林課 林政係　電話０２４１- ６２- ６２２０東京農工大学との野生動物対策に関する
包括連携協定調印式の様子（３月８日）

御蔵入交流館１５周年
記念事業ラインナップ

南会津地域の芸術文化の拠点施設として、

平成１６年４月に開館した御蔵入交流館。

今年で１５周年を迎える本館は、

節目の年にあたり次の事業を計画しています。

今後も、皆さまに愛され続ける施設を目指します。

綾小路きみまろ さん

陸上自衛隊第６音楽隊演奏会
平成３０年５月２７日（日）

津吹みゆコンサート
平成３０年９月１５日（土）

綾小路きみまろ南会津公演
平成３１年３月２４日（日）

電波環境保護のキャラクター「デンパ君」

※開催日は変更になる場合があります。

【問合せ】教育委員会 生涯学習課 芸術文化係　電話０２４１- ６２- ６３１１

15th15th15th
AnniversaryAnniversaryAnniversary
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健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

始
ま
り
ま
す特

定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
年
１
回
の
健
診
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
健
診
は
「
受
診
す
る
こ
と
」
が
目
的
で
は
な
く
、〝
健
診

結
果
を
そ
の
後
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
〟
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
に
、
町
の
総
合
健

診
の
機
会
を
賢
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

元
気
な
の
に
健
診
を
受
け
る
の

　

命
に
関
わ
る
生
活
習
慣
病
は
自

　

覚
症
状
が
な
く
、
自
覚
症
状
が
出

た
こ
ろ
に
は
病
気
が
進
行
し
て
い
る
た

め
で
す
。

　

年
に
一
度
は
受
診
し
て
、
自
分
の
体
調

の
現
状
把
握
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

健
診
に
行
く
時
間
も
お
金
も
な
い

　

自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
対
処
す

　

る
と
、
治
療
に
時
間
も
お
金
も
か

か
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
と

治
り
に
く
く
、
重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
早
期
予

防
や
早
期
発
見
が
、
時
間
と
お
金
が
か
か

ら
な
い
近
道
で
す
。

去
年
受
け
た
か
ら
今
年
は
い
い
よ
ね

　

異
常
を
早
期
発
見
す
る
に
は
、

　

年
に
１
回
の
健
診
の
数
値
が
目

安
に
な
り
ま
す
。

　

検
査
値
の
変
化
を
見
て
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
の
病
院
で
検
査
し
て
い

る
し

　

町
の
特
定
健
診
で
は
、
血
液
検

　

査
の
基
本
項
目
に
さ
ま
ざ
ま
な

検
査
項
目
を
追
加
し
て
、
よ
り
幅
広
い
検

査
が
可
能
で
す
。

　

普
段
の
定
期
通
院
で
は
検
査
し
な
い

項
目
も
あ
り
、
検
査
料
も
お
得
に
受
診
で

き
ま
す
。

※
健
診
結
果
は
、
定
期
通
院
の
際
に
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

総
合
健
診
は
ど
こ
で
受
診
す
る
の

　

ど
の
会
場
で
も
受
診
で
き
る
の

　

で
、
３
月
28
日
（
水
）
に
各
家
庭

に
配
布
し
ま
し
た
「
平
成
30
年
度 

南
会

津
町
健
康
増
進
事
業
日
程
表
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
の
対
象
者
と
が
ん
検
診
受

診
申
込
者
に
は
、
各
地
区
の
保
健
協
力
員

を
通
じ
て
、
事
前
に
総
合
健
診
受
診
録

（
問
診
票
）
や
詳
細
な
案
内
な
ど
を
配
布

し
ま
す
。

健
診
結
果
が
わ
か
り
に
く
い

　

健
診
結
果
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

　

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
複

雑
で
す
。「
▲
（
＝
要
医
療
）
が
な
い
か

ら
大
丈
夫
」
と
思
う
の
は
危
険
で
す
。

　

自
分
の
カ
ラ
ダ
が
ど
の
よ
う
な
状
態

な
の
か
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
町
の
保
健

師
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
健
診
結
果
に
よ
り
、
今
後
重
症

化
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
の
あ
る
方
に
は
、

町
の
保
健
師
が
直
接
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
選
ん
で
決
め

て
い
く
時
代
で
す
。
ぜ
ひ
、
今
後
の
自
分

や
家
族
の
た
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【 平成２８年度 特定健診 年代別受診率 】

【 健 診 （検 診）内 容 】
種　類 対　　象　　者 受診料（自己負担）

特定健診 ４０～７４歳の国民健康保険加
入者

１, ０００円
※本年度に４０・４５・５０・５５歳
　の方は、受診料が無料です。

肺がん・結核検診
（胸部レントゲン検査） ４０歳以上の町民 無料

胃がん検診
（バリウム） ３０歳以上の町民 ①３０～６９歳　１, ０００円

②７０歳以上　　　　５００円
大腸がん検診 ３５歳以上の町民 ５００円

肺がん（カクタン）検診 ４０歳以上の町民、かつ喫煙指
数４００以上の方

①４０～６９歳　１, ０００円
②７０歳以上　　　　５００円

前立腺がん検診 ５０歳以上の男性 ７００円

肺炎ウイルス検診 ４０歳以上で、今までに検査を
受けていない方 ８００円

歯周病検診 ４０・５０・６０・７０歳の方 ５００円

※国民健康保険加入者とし
　て特定健診を受診した方
　で、健診当日に資格喪失
　が判明した場合は、健診
　費用全額を返金していた
　だきます。
※特定健診の基本項目は、
　１つでもキャンセルする
　と特定健診自体を受ける
　ことができません。その
　ため全ての項目を必ず受
　診してください。

　

職
場
や
学
校
で
、
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会

が
な
い
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
、
町
に
住
民
登

　

録
を
し
て
い
る
方

②
既
存
健
診
を
受
診
す
る
機
会
が
な
い
方

③
昭
和
54
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
場
所
】

　
「
平
成
30
年
度 

南
会
津
町
健
康
増
進
事
業
日

程
表
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】

　

事
前
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
健
診
当
日

に
直
接
会
場
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
既
存
健
診
対
象
外
の
県
民
に
対
す
る

　
健
康
診
査

※
既
存
健
診
と
は

①
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
康
診
断
（
定

　

期
健
康
診
断
な
ど
）

②
学
校
保
健
安
全
法
第
13
条
に
基
づ
く
児
童

　

生
徒
な
ど
の
健
康
診
断

③
県
民
健
康
管
理
調
査
と
し
て
、
避
難
区
域

　

な
ど
の
県
民
を
対
象
に
県
が
行
う
健
診

①被扶養者で受診券があれば、集団
　健診会場で受診できます。
②受診の際は、必ず「保険証」と「受
　診券」をご持参ください。
③受診券の発行や受診方法などは、
　加入している各保険者へお問合せ
　ください。
※被保険者本人の場合は、事業所に
　ご確認ください。

【問合せ】
全国健康保険協会（協会けんぽ）
保健グループ
電話０２４（５２３）３９１９

全国健康保険協会（協会けんぽ）や
健康組合などに加入している方

【
総
合
健
診
の
問
合
せ
は
】

健
康
福
祉
課 

健
康
増
進
係

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

舘
岩
総
合
支
所 

町
民
課 

健
康
福
祉
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

伊
南
総
合
支
所 

町
民
課 

健
康
福
祉
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

南
郷
総
合
支
所 

町
民
課 

健
康
福
祉
係

　

電
話
０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

総

合

健

診

0

10

20
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40
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70

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳

受
診
率
（
％
）

特定健診 年代別受診率

男性

女性

目標値 ６０％

　若年層の受診率が低迷しています。
　皆さんの健診結果が改善することや、町の特定健診受
診率が目標の６０％を超えることなどで、国から町への
交付金が増え、保険料の増加を抑えることができます。

22.7％
20.9％

25.0％

35.7％
33.9％

40.7％

30.7％

45.5％

40.6％

61.6％

49.6％

63.5％

51.9％

63.0％
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健康通信
Health Information

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

健康通信
Health Information

心の健康相談のお知らせ

乳幼児健診・相談カレンダー

月日 病　　院　　名 電　話
４月15日 舘 岩 愛 輝 診 療 所 （南会津町） 0241-78-8688
　　22日 耳鼻咽喉科あべクリニック （南会津町） 0241-62-8733
　　29日 き む ら ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-62-5576
５月６日 朝 日 診 療 所 （只　見　町） 0241-84-2221
　　13日 佐 藤 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2134
　　20日 高 橋 医 院 （南会津町） 0241-62-0040
　　27日 芳 賀 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2128

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

４ ・ ５月の日曜当番医
ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談
期　日 相談内容 受付時間 場　　所 対　象　者

４月19日（木） １歳児健康相談 13：30～13：45 保健センター
（御蔵入交流館内） 平成29年３月～４月生まれ

●乳幼児健康診査
期　日 健診内容 受付時間 場　　所 対　象　者

４月18日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 保健センター
（御蔵入交流館内）

平成29年12月生まれ
５月16日（水） ３～４か月児健診 平成30年１月生まれ
５月18日（金） ２歳児歯科健診 平成27年11月～12月生まれ
５月23日（水） ３歳６か月児健診 平成26年11月～12月生まれ

眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

５月18日（金） 13：30～15：00 南会津保健所
（南会津保健福祉事務所）

・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健所（南会津保健福祉事務所）保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

健康太極拳教室を開催します
　体力向上と健康維持を目的とした、健康太極拳教室を開催しています。
　性別や年齢、体力などに関係なく、どなたでも、いつでも参加できますので、お気軽にお越しください。

地域・地区 場　　所 日　　　　程

田　島
本町交流センター 毎週日曜日　19：00～20：30
田 島 体 育 館（４～10月）
御蔵入交流館（11～３月） 毎週木曜日　10：00～12：00

桧　沢 桧沢地区公民館 毎月第１・３火曜日　10：00～12：00
舘岩・伊南・南郷 伊南会館 毎月第２・４水曜日　13：30～15：00

※参加は無料です。都合のよい日にお越しください。
※祝祭日、年末年始などが重なるときは、お休みする場合がありますのでご確認ください。

阿久津 岳
たけひと

仁 くん

（舘岩）

佐藤 希
の あ

杏 ちゃん

（田島）

湯田 湊
み な と

人 くん

（田島）

星 妃
ひ か り

佳莉 ちゃん

（田島）

湯田 莉
り こ

心 ちゃん

（田島）

阿久津 心
こ ゆ り

結 ちゃん

（舘岩）

４月の納税こよみ

国民年金  ３月分
納期限は５月１日（火）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所町民課　　　℡ 0241-72-2224

猪股 裕
ゆ う と

翔 くん

（田島）

濱辺 真
ま ひ ろ

拓 くん

（田島）

馬場 悠
ゆう

 くん

（南郷）
【問合せ】（公財）南会津町振興公社　電話０２４１- ６２- ２４４２
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

【一般図書】
ひとり白虎　　　　　　　　　　　植松　三十里　著

私はあなたの記憶のなかに　　　　　角田　光代　著

兵　　　　　　　　　　　　　　　　木下　昌輝　著

虚談　　　　　　　　　　　　　　　京極　夏彦　著

秋霖やまず　　　　　　　　　　　　佐伯　泰英　著

額を紡ぐひと　　　　　　　　　　　　谷　瑞恵　著

クローゼット　　　　　　　　　　　　千早　茜　著

おまじない　　　　　　　　　　　　西　加奈子　著

それまでの明日　　　　　　　　　　　　原　尞　著

オリジン　上・下　　　　　　　ダン・ブラウン　著

【児童図書】
ぼくはなんでもできるもん　　　　いとう　みく　作

女優猫あなご　　　　　　　　　　　工藤　菊香　著

４ミリ同盟　　　　　　　　　　　　高楼　方子　著

わたしたちのたねまき　　　キャスリン・Ｏ・ガルブレイス　作

妖怪一家の温泉ツアー　　　　　　　富安　陽子　作

ハンカチやさんのチーフさん　　　　どい　かや　文

ワタナベさん　　　　　　　　　　　北村　直子　作

やさいのがっこう　とうもろこしちゃんのながいかみ　　

なかや　みわ　さく　

さよならともだち　　　　　　　　内田　麟太郎　作

もしぼくが本だったら　ジョゼ･ジョルジェ・レトリア　ぶん

新 着 本 の ご 案 内

５月 （Ｍａｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

４月 （Ａｐｒｉｌ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
≪おはなし会≫

テーマ 「春 -はる-」 「とり」

開催日 ４月２１日（土） ５月１９日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

イベントのご案内

≪ゴールデンウィークえいが会≫

タイトル
「日本の昔ばなし」
「トムとジェリー」

「赤毛のアン」 「いぬのえいが」

日　時
４月２８日（土）
午前１１時～

５月３日（木）
午後２時～

５月６日（日）
午後２時～

会　場 御蔵入交流館 多目的ホール（飲食物持込可）

対　象 どなたでもご覧いただけます

◆いよいよ新年度です。初めて社会の中に一歩を踏み出
　す方、異動や転出入で新天地に足を踏み入れる方、学
　年が上がって先輩になる学生など、皆さんの期待や不
　安は大きいものと思います。
◆特に、最上級の学生は最後の１年となり、勉強や部活
　動に一層力が入ります。
◆二度と戻らない学生生活。自らの目標に向かい、悔い
　のない生活を送りましょう。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆
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まちの文芸

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３０年４月１日現在

総人口 １５, ８９９ 人 （－１２５）
男 ７, ７７５ 人 （－　７５）
女 ８, １２４ 人 （－　５０）

世帯数 ６, ７２０ 世帯 （－　４７）
※（　）内は前月比　

※いずれのイベントも申込み不要です。直接会場にお越しください。

こどもの読書週間のご案内

２０１８年

第６０回 こどもの読書週間

■標語：「はじまるよ！本のカーニバル」

■期間：４月２３日（月）～５月１２日（土）

＜ 期間中にイベントを開催！ ＞

◎たくさん読もう･チャレンジ（中学生以下対象）

　■期間：４月２４日（火）～５月１２日（土）

　　期間中に、１０冊以上読書をした方に「ちょっとした

　プレゼント」を差し上げます。

◎お名前シール貼り替えキャンペーン

　■期間：４月２４日（火）～５月１２日（土）

　　利用者カードのお名前シールを、かわいいキャラクタ

　ー柄に貼り替えます。ご希望の方は、カウンターへお申

　込みください。

図書館の特別整理期間の変更

　例年５月の特別整理期間は、平成３０

年度から２月に変更します。（５月は通常

どおり開館します。）
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南会津ワカモノ会議活動報告南会津ワカモノ会議活動報告南会津ワカモノ会議活動報告
　若者たちの想いや意見をまちづくりに反映させるとともに、若者同士の新たな〝ツナガリ〟を作り出す
ことを目的に、平成２８年度から活動する「南会津ワカモノ会議」。
　２０代から３０代の若者が、「若者が元気もりもり楽しんでいる町」にするために必要なことへの意見
交換を進めながら、平成２９年度は提案された意見を、イベントなどで具現化して取り組んできました。
　平成３０年度もワカモノ会議を継続し、若者の想いをカタチにしながら若者同士のツナガリを一層広げ
ていきます。

　若者が集まれる時間を創
出するために、毎月第２金
曜日を〝町内一斉ノー残業
デ ー〟 と 定 め、 町 内 ８ ９
の企業に賛同をいただき、
１０月１３日（金）からス
タートしました。

町内一斉ノー残業デー

第１弾
映画上映会

平成２９年１０月１３日（金）

第２弾

　 第 １ 回 目 の ノ ー 残 業
デーに合わせて、山村道
場で映画を上映しました。

　節分に合わせて、会津高原たかつえスキー場で開催した「ＥＸＴＲＥＭＥ節分」。
　参加した皆さんは、節分・オニ退治をモチーフにした３種目レースに戸惑いつつも熱戦を繰り
広げ、大いに盛り上がりました。

※豆は肥料用のくず豆を使用。イベント終了後に、スタッフと参加者でゲレンデに撒いた豆を拾
　い集め、有害鳥獣対策で使用してもらうため農林課に寄付しました。

第３弾
Ｅ

エ ク ス ト リ ー ム

ＸＴＲＥＭＥ節分
平成３０年２月３日（土）

　若者が南会津に帰ってくるときの重要な問題のひとつ「仕事」に着目し、『南会津で仕事をつ
くる＝稼ぐヒントを考える』をテーマに、さまざまななアイデアを出し合い、それらを組み合わ
せて〝南会津町版ビジネスモデルケース〟の検討・発表をしました。
　和やかな雰囲気の中、外からの視点や若者の目線から、さまざまな意見が活発に飛び交いまし
た。出された意見は、今後の町の施策への反映を検討していきます。
　会議終了後の交流会では終始笑い声が絶えず、地元のトークに花を咲かせながら若者同士の交
流を深めました。在京者の皆さんも「地元に貢献したい！」「地元が発展してほしい！」などの
熱い想いを持っており、大いに盛り上がった交流会になりました。

第４弾
ワカモノ会議 inＴＯＫＹＯ２０１８

平成３０年３月３日（土）

ともに活動する仲間を募集しています。興味ある方はご連絡ください！！【問合せ】総合政策課　電話０２４１- ６２- ６２１０


